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は
じ
め
に

一　

量
刑
が
養
老
律
よ
り
も
唐
律
に
等
し
い
大
宝
律
条
文
の
復
元

二　

未
復
元
条
項

む
す
び

は
じ
め
に

　

律
令
法
は
古
代
国
家
の
根
幹
を
な
す
基
本
法
典
で
あ
る
。
こ
と
に

大
宝
律
令
は
藤
原
京
か
ら
平
城
京
に
至
る
間
の
大
半
に
わ
た
っ
て
施

行
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
大
宝
の
律
と
令
は
養
老
律
令

が
実
施
さ
れ
、
平
安
期
を
迎
え
て
の
ち
、
幾
許
も
無
く
し
て
こ
の
世

か
ら
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

大
宝
令
に
比
べ
て
大
宝
律
は
亡
失
の
度
合
い
が
極
め
て
高
く
、
い

ま
だ
に
全
貌
を
見
出
せ
な
い
が
、
こ
こ
数
年
来
、
大
宝
律
の
復
元
条

文
と
思
し
き
も
の
を
拾
遺
し
、
こ
れ
を
集
め
て
公
表
し
て
き
た（（
（

。

　

近
時
は
大
宝
律
に
関
し
て
、
養
老
律
よ
り
唐
律
に
近
似
す
る
条
項

を
中
心
に
条
文
復
元
を
行
っ
た
も
の
を
報
告
し
た（（
（

。

　

今
回
は
一
に
、
量
刑
に
お
い
て
養
老
律
よ
り
も
重
く
、
唐
律
と
同

等
の
大
宝
律
条
項
の
復
元
を
試
み
た
。
た
だ
し
そ
れ
ら
は
、
一
度
は

先
学
が
復
元
条
文
と
し
て
指
摘
し
た
が（（
（

、
反
対
論
者
が
こ
れ
を
批
判

し
、
否
定
し
た
た
め
に（（
（

、
律
令
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』

上　
　

野　
　

利　
　

三

大
宝
律
復
元
・
新
考

―
―
量
刑
が
養
老
律
よ
り
も
唐
律
に
等
し
い
条
項
、
及
び
そ
の
他
の
未
復
元
条
項
―
―

研
究
ノ
ー
ト
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律
本
文
篇
上
巻
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
を
大
宝
律
の
復
元
条
項
に
加
え

な
か
っ
た（（
（

。『
譯
註
日
本
律
令
』
律
本
文
篇
上
・
下
巻
で
は
、
こ
の

よ
う
に
随
所
に
編
者
が
関
係
す
る
著
作
の
影
響
の
痕
跡
を
留
め
て
い

る
（
（
（

。

　

第
二
に
、
量
刑
が
不
明
で
あ
る
十
数
カ
条
に
わ
た
る
復
元
案
を
示

し
た
。
提
示
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
見
出
し
た
大
宝
律
逸
条
が
養
老

律
条
文
の
ど
の
部
分
か
を
示
す
と
と
も
に
、
そ
の
量
刑
が
当
面
復
元

で
き
な
く
と
も
、
唐
律
と
養
老
律
の
量
刑
が
判
明
す
る
場
合
は
そ
れ

ら
を
示
し
て
、
大
宝
律
の
量
刑
復
元
に
備
え
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
今
後
は
飛
鳥
浄
御
原
律
と
大
宝
律
と
の
量
刑
比
較
の
手
掛

か
り
が
あ
れ
ば
、
点
検
を
試
み
た
い
。

　

読
者
諸
賢
に
は
ご
批
判
ご
鞭
撻
を
切
に
お
願
い
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

（
（
（　

上
野
「
大
宝
律
復
元
考
―
養
老
律
よ
り
唐
律
に
近
似
す
る
条
項
、

及
び
未
復
元
条
項
を
含
む
律
条
―
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編

『
法
学
研
究
』
第
九
十
三
巻
第
十
号
・
二
〇
二
〇
年
一
〇
月
、
同

「
大
宝
律
復
元
・
続
考
、
及
び
『
政
事
要
略
』
と
そ
れ
に
準
じ
る
逸

文
」
同
上
編
『
法
学
研
究
』
第
九
十
三
巻
第
十
一
号
・
二
〇
二
〇
年

十
一
月
、
同
「
大
宝
律
お
よ
び
養
老
律
若
干
条
の
復
元
に
つ
い
て
」

『
皇
学
館
論
叢
』
第
五
十
三
巻
第
一
号
・
二
〇
二
〇
年
四
月
。
同

「
養
老
律
の
所
伝
・
亡
失
時
期
、
及
び
律
諸
条
の
復
元
」『
皇
学
館
論

叢
』
第
五
十
四
巻
第
一
号
・
二
〇
二
一
年
四
月
。
同
「
室
町
末
期
伝

存
の
『
養
老
律
』
及
び
『
日
本
書
紀
』「
系
図
一
巻
」
に
つ
い
て
―

日
本
古
代
法
制
小
考
（
一
（
―
」
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
編

『
法
学
研
究
』
第
九
十
五
巻
第
十
号
・
二
〇
二
二
年
一
〇
月
、
等
を

参
照
さ
れ
た
い
。

（
（
（　

注
（
（
（
の
拙
論
「
大
宝
律
復
元
考
」。

（
（
（　

利
光
三
津
夫
「
大
宝
律
考
」『
律
の
研
究
』
明
治
書
院
・
一
九

三
九
年
。

（
（
（　

坂
本
太
郎
「
大
宝
令
養
老
令
異
同
二
題
」『
古
典
と
歴
史
』
吉

川
弘
文
館
・
一
九
七
二
年
・
一
四
七
頁
、
の
ち
に
『
著
作
集　

律
令

制
度
』
に
収
載
。

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
律
本
文
篇
上
巻
（
東

京
堂
出
版
・
一
九
七
五
年
・
三
九
三
頁
、
四
一
〇
頁
（
は
こ
れ
を
大

宝
律
の
復
元
条
項
と
は
認
め
て
い
な
い
。
実
の
と
こ
ろ
、
律
令
研
究

会
の
代
表
者
滝
川
政
次
郎
氏
は
坂
本
氏
が
律
研
究
の
師
と
言
わ
れ
る

間
柄
で
あ
り
、
ま
た
律
令
研
究
会
の
基
に
な
っ
た
国
学
院
大
学
の
研

究
メ
ン
バ
ー
は
、
多
く
は
坂
本
氏
の
教
え
子
た
ち
で
あ
っ
て
、
令
集

解
の
読
会
に
参
加
し
、
今
日
の
律
復
元
研
究
の
飛
躍
・
発
展
に
至
っ

た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

（
（
（　

た
と
え
ば
、
律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』

（
四
九
八
頁
以
下
（
で
の
賊
盗
律
（
謀
反
条
の
復
元
・
備
考
欄
に
は
、

「
日
本
書
紀
、
天
武
五
年
八
月
壬
子
条
「
詔
曰
。
死
刑
没
官
三
流
。

並
降
一
等
。
徒
罪
以
下
。
已
発
覚
。
未
発
覚
。
悉
赦
之
。
唯
既
配
流

不
在
赦
例
。」
は
、
飛
鳥
浄
御
原
律
に
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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（
坂
本
太
郎
「
飛
鳥
浄
御
原
律
令
考
」『
日
本
古
代
史
の
基
礎
的
研

究
』
下
一
八
頁
（」
と
い
う
文
を
載
せ
て
い
る
。
こ
の
忠
言
が
正
し

い
な
ら
ば
飛
鳥
浄
御
原
律
の
復
元
研
究
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
だ
が
、

こ
れ
は
明
ら
か
に
失
考
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
天
武
天
皇
が
飛
鳥
浄

御
原
律
令
の
編
纂
開
始
を
宣
言
し
た
の
は
天
武
天
皇
十
一
年
だ
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
六
年
前
に
同
律
は
ま
だ
姿
形
は
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

な
お
坂
本
注
（
（
（、
及
び
「
飛
鳥
浄
御
原
律
令
考
」『
法
制
史
研

究
』
四
・
一
九
五
四
年
、
の
ち
に
『
日
本
古
代
史
の
基
礎
的
研
究
』

下
、
制
度
篇
・
東
京
大
学
出
版
会
・
一
九
六
四
年
、
更
に
『
著
作
集

律
令
制
度
』
に
所
収
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

一　

量
刑
が
養
老
律
よ
り
も
唐
律
に
等
し
い
大
宝
律

条
文
の
復
元

　

本
節
の
テ
ー
マ
で
あ
る
量
刑
が
養
老
律
よ
り
も
唐
律
に
等
し
い
大

宝
律
条
文
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
迄
指
摘
さ
れ
た
こ
と
だ
が
、
そ
の
類

例
を
加
え
る
こ
と
は
、
我
が
国
為
政
者
が
中
国
か
ら
律
令
を
継
受
す

る
際
の
態
度
を
窺
う
う
え
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
そ
の
類
例
を
少
し
だ
け
挙
げ
れ
ば
、
①
唐
賊
盗
律
（（
部
内
容
止

盗
者
条
に
は
「
諸
部
内
有
一
人
為
盗
。
及
容
止
盗
者
。
里
正
笞
五

十
。」
と
あ
り
、
養
老
部
内
条
に
は
「
凡
部
内
有
一
人
為
盗
。
及
容

止
盗
者
。
里
長
笞
四
十
。」
と
あ
っ
て
養
老
律
は
唐
律
よ
り
一
等
軽

い
が
、
大
宝
律
当
該
条
文
は
「
凡
部
内
有
一
人
為
盗
。
及
容
止
盗
者
。

里
長
笞
五
十
。」
と
復
元
さ
れ
、
こ
の
限
り
に
お
い
て
唐
律
の
量
刑

と
等
し
い（（
（

。
想
像
す
る
に
為
政
者
は
大
宝
律
を
編
纂
す
る
に
当
た
っ

て
唐
律
を
直
輸
入
す
る
傾
向
が
強
か
っ
た
と
も
受
け
取
れ
る
が
、
一

概
に
そ
う
と
は
言
え
な
い
側
面
も
あ
る
。
い
ま
は
追
究
し
な
い
で
お
く
。

　

②
唐
闘
訟
律
（（
妻
殴
夫
条
に
は
「
諸
妻
殴
夫
。
徒
一
年
。」
と
あ

り
、
養
老
闘
訟
律
（（
当
該
条
（
逸
文
（
に
は
、「（
凡
（
妻
殴
夫
。
杖

一
百
。」
と
あ
っ
て
養
老
律
は
唐
律
よ
り
一
等
軽
い
が
、
大
宝
律
当

該
条
文
を
推
知
さ
せ
る
戸
令
集
解
殴
妻
祖
父
母
条
の
古
記
に
「
依
闘

律
。
妻
殴
夫
者
徒
一
年
。」
と
あ
り
、
ま
た
戸
令
集
解
殴
妻
祖
父
母

条
穴
記
に
「
先
律
殴
夫
徒
一
年
。」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
大
宝
律

は
唐
律
と
同
等
の
量
刑
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
利
光
氏
は
養
老

律
の
刑
が
大
宝
律
よ
り
も
軽
い
例
は
数
例
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る

と
述
べ
て
い
る（（
（

。

 

（
（
（　

た
だ
し
利
光
・
前
掲
前
「
大
宝
律
考
」（
八
三
頁
以
下
（
は
こ

の
部
分
で
重
要
な
指
摘
が
あ
る
が
、
い
ま
は
略
す
。

（
（
（　

利
光
・
前
掲
「
大
宝
律
考
」
八
五
頁
以
下
。
た
だ
し
利
光
氏
は

そ
の
数
例
が
い
か
な
る
も
の
か
を
具
体
的
に
挙
示
さ
れ
て
い
な
い
。



法学研究 97 巻 （ 号（（0（（：（）

8（

1
　
戸
婚
律
28
有
妻
更
娶
妻
条

　

日
唐
の
婚
姻
形
態
は
非
常
に
異
な
っ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
律

令
法
上
我
が
国
は
、
実
態
の
違
い
を
知
り
な
が
ら
、
唐
の
刑
法
典
を

そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
、
法
文
化
し
た
。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

日
本
古
代
に
お
い
て
は
、
男
子
は
女
性
の
住
ま
う
所
に
通
う
形
式
の

結
婚
形
態
が
一
般
的
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
唐
の
よ
う
に
男
子
が
そ

の
住
ま
い
に
女
性
を
迎
い
入
れ
る
形
式
と
は
随
分
異
な
っ
て
い
た
。

　

従
っ
て
、
我
が
国
は
男
子
の
通
う
所
に
妻
が
い
た
が
、
複
数
の
場

合
だ
れ
が
本
来
の
妻
で
あ
っ
た
の
か
、
或
い
は
そ
れ
が
何
人
い
た
の

か
は
当
事
者
で
し
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
重
婚
も
し
ば
し
ば
起
こ
り

え
た
の
で
あ
る
。

　

唐
で
は
、
男
子
の
住
ま
い
に
本
妻
、
第
一
妾
、
第
二
妾
と
い
う
よ

う
に
、
妻
た
る
者
の
序
列
が
比
較
的
明
確
で
あ
っ
た
。
一
人
の
男
子

に
同
時
に
二
人
以
上
の
妻
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
律
を
貫
く

大
原
則
と
な
っ
て
い
た（（
（

。

　

本
条
文
は
、
唐
の
基
準
に
合
う
か
合
わ
な
い
か
は
別
問
題
と
し
て
、

我
が
国
で
は
重
婚
は
普
通
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
当
該
条
文
の
よ
う

に
、
唐
律
令
に
合
わ
せ
て
こ
れ
が
犯
罪
で
あ
る
と
規
定
が
な
さ
れ
て

い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
異
例
で
空
文
の
ご
と
き
も
の
で
あ
っ
た
。
従

っ
て
以
下
に
載
せ
る
万
葉
集
の
大
伴
家
持
の
詞
書
の
よ
う
に
、
そ
う

と
知
り
な
が
ら
こ
れ
を
詠
む
と
い
う
一
種
パ
ロ
デ
ィ
の
ご
と
く
笑
止

千
万
な
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
一
応
、
法
史
学
的
に
当
該
条
文
に
検

討
を
加
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

さ
て
、
唐
戸
婚
律
（8
有
妻
更
娶
妻
条
に
は
、

諸
有
妻
更
娶
妻
者
。
徒
一
年
。
女
家
減
一
等
。
若
欺
妄
而
娶
者
。
徒
一

年
半
。
女
家
不
坐
。
各
離
之
。

（
諸
て
妻
あ
り
て
更
に
妻
を
娶
る
者
。
徒
一
年
。
女
家
は
一
等
を
減
ず
。

若
し
欺
妄
し
て
娶
る
者
は
、
徒
一
年
半
。
女
家
は
坐
せ
ず
。
各
々
こ
れ

を
離
す
。（

と
あ
る
。
こ
の
条
文
は
妻
が
あ
り
な
が
ら
、
更
に
妻
を
娶
る
者
、
つ

ま
り
夫
の
重
婚
を
罰
す
る
規
定
で
あ
る（（
（

。
一
人
の
男
性
に
、
同
時
に

二
人
以
上
の
妻
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
原
則
と
な
る
。

た
だ
し
妾
は
何
人
で
も
帯
し
て
も
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

唐
戸
婚
律
（8
有
妻
更
娶
妻
条
に
対
応
す
る
大
宝
・
養
老
律
の
当
該

条
文
は
、
前
掲
し
た
律
令
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
律
本

文
篇
上
巻
で
は
、
見
つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
万
葉
集
巻
一
八
、
大
伴
家
持
の
四
一
〇
六
番
歌
謡
左
注

「
教
喩
史
生
尾
張
少
咋
歌
一
首
并
短
歌（（
（

」
に
は
、

両
妻
例
云
。

有
妻
更
娶
者
。
徒
一
年
。
女
家
杖
一
百
。
離
之
。

と
見
え
る
。

　

利
光
三
津
夫
氏
は
、
そ
の
論
文
「
大
宝
律
考
」
に
お
い
て
、
こ
の
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大
伴
家
持
が
天
平
感
宝
元
年
五
月
十
五
日
に
詠
ん
だ
万
葉
集
の
歌
の

詞
書
に
よ
っ
て
、
こ
の
文
を
大
宝
律
の
趣
意
文
と
判
断
せ
ら
れ
た（（
（

。

　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
、
坂
本
太
郎
氏
は
「
大
宝
令
養
老
令
異
同
二

題
」
に
お
い
て
、
こ
の
左
注
は
律
令
と
は
別
の
成
書
た
る
例
の
文
か

ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
、
と
さ
れ
た（（
（

。
そ
の
た
め
、
前
掲
し
た
律
令
研

究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令
』
は
坂
本
氏
の
案
を
優
先
し
て
、
利
光
氏

の
復
元
案
を
退
け
ら
れ
た
。

　
坂
本
氏
が
虎
尾
俊
哉
氏
の
論
考
「
例
の
研
究（（
（

」
の
影
響
を
受
け
て
、

万
葉
集
に
見
え
る
「
両
妻
例
」
と
い
う
詞
書
の
書
き
出
し
に
例
と
い

う
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
を
重
視
さ
れ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。

　
虎
尾
氏
は
、
そ
の
例
の
研
究
に
お
い
て
、
八
十
一
例
、
諸
司
例
、

弾
例
の
三
種
の
例
の
系
統
が
あ
り
、
詳
細
な
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

だ
が
、
そ
れ
ら
の
例
は
、
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
例
と
は
性
格
が
異
な

っ
て
い
る
こ
と
は
歴
然
で
あ
る
。

　
こ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
例
と
い
う
こ
と
ば
か
ら
は
、
そ
の
よ
う

な
成
書
を
想
起
さ
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
具
体
的
な
例

を
上
げ
て
説
明
す
る
と
す
れ
ば
、「
何
か
知
ら
の
ご
と
き
用
例
」
と

見
た
方
が
よ
い
。
あ
と
に
出
て
く
る
「
七
出
例
」
と
併
せ
て
考
え
る

と
、
こ
れ
ら
の
例
と
は
、
と
も
に
、
単
な
る
一
例
の
意
味
と
受
け
取

れ
る（8
（

。

　
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
量
刑
が
示
さ
れ
て
い
て
、
当
該
条
は
「
徒
一

年
」
と
あ
り
、
唐
律
と
同
じ
量
刑
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
養
老

律
は
未
復
元
の
た
め
量
刑
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
っ
て
、
大
宝
律
と

養
老
律
と
の
量
刑
の
比
較
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
当
該
条
文
は
本

来
、
こ
の
章
節
に
入
れ
る
の
は
躊
躇
さ
れ
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
養
老

律
よ
り
重
い
か
軽
い
か
、
は
た
ま
た
同
等
で
あ
る
か
は
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
、
大
宝
律
の
量
刑
が
唐
律
と
同
等
で
あ
る

と
い
う
貴
重
な
情
報
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
一
点
に
お
い
て
、
後
の

情
報
の
出
現
に
備
え
る
意
味
で
本
節
に
例
示
す
る
こ
と
に
し
た（（
（

。

　
な
お
、
戸
令
2（
結
婚
条
な
ど
を
見
る
と
、
婚
約
や
結
婚
を
女
家
が

解
消
で
き
る
事
由
の
一
つ
に
、
養
老
令
で
は
男
家
が
徒
罪
以
上
を
犯

せ
ば
女
家
が
離
縁
し
た
い
と
欲
す
れ
ば
離
縁
で
き
る
定
め
に
な
っ
て

い
る
が
、
大
宝
令
当
該
条
規
は
杖
罪
と
し
て
い
た
よ
う
だ
（
本
条
古

記
に
よ
る
（。
こ
れ
は
大
宝
令
の
方
が
よ
り
厳
格
な
規
定
で
あ
っ
た

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
唐
令
の
規
定
は
残
念
な
が
ら
杖
罪
で
あ
っ
た

か
徒
罪
で
あ
っ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
憶
測
で
は
唐
令
は
大
宝
令
と

同
等
で
は
な
か
っ
た
か
と
私
は
見
て
い
る
（
明
鈔
本
天
聖
令
を
参
照

さ
れ
た
い
（。

　
つ
い
で
に
述
べ
れ
ば
、
後
の
唐
戸
婚
律
28
妻
無
七
出
条
で
は
「
徒

一
年
半
」
と
あ
る
の
に
対
し
て
、
復
元
さ
れ
た
養
老
律
の
量
刑
は

「
徒
一
年
」
と
あ
っ
て
、
両
律
の
量
刑
に
差
異
が
見
ら
れ
る
。
万
葉

集
の
七
出
条
に
は
上
記
の
養
老
律
と
は
違
う
「
徒
一
年
半
」
が
記
さ
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れ
て
お
り
、
そ
の
量
刑
は
養
老
律
と
は
異
な
っ
て
唐
の
戸
婚
律
（8
妻

無
七
出
条
と
同
じ
量
刑
が
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
万
葉
集
に
示

さ
れ
た
七
出
例
か
ら
復
元
さ
れ
る
大
宝
戸
婚
律
（8
同
条
は
、
養
老
律

よ
り
唐
律
条
文
の
量
刑
を
見
据
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
こ
と

は
近
時
、
私
が
養
老
律
よ
り
唐
律
に
近
似
す
る
大
宝
律
逸
文
の
数
個

の
条
文
を
紹
介
し
た（（0
（

、
大
宝
・
養
老
両
律
の
異
同
と
い
う
課
題
に
沿

う
一
事
例
と
し
て
、
こ
こ
に
掲
示
し
得
る
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
、

こ
れ
に
よ
っ
て
上
記
し
た
両
方
の
例
が
、
た
と
え
て
言
え
ば
と
い
う

用
法
で
あ
る
証
し
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

　

要
す
る
に
、
大
宝
戸
婚
律
当
該
条
の
冒
頭
の
条
文
は
、
万
葉
集
に

見
ら
れ
る
「
両
妻
例
云
、
有
妻
更
娶
者
。
徒
一
年
。
女
家
杖
一
百
。

離
之
。」
に
よ
り
、
次
の
よ
う
な
律
文
が
存
在
し
た
こ
と
が
窺
わ
れ

る
。（

凡
（
有
妻
更
娶
妻
者
。
徒
一
年
。
女
家
減
一
等
。（
若
欺
妄
而
娶
者
。

徒
一
年
半
。
女
家
不
坐
。
各
（
離
之
。

 

（（　

（
内
は
唐
戸
婚
律
当
該
条
に
よ
り
補
う
。（

　

当
該
条
は
、
仮
に
養
老
律
本
条
の
量
刑
が
見
出
せ
た
な
ら
、
或
い

は
量
刑
が
養
老
律
よ
り
も
唐
律
と
同
等
の
大
宝
律
条
文
の
復
元
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
考
察
は
こ
こ
迄
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

 

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令　

六
』
唐
律
疏
議
譯
註
篇
二

（
滋
賀
秀
三
譯
註　

戸
婚
（・
東
京
堂
出
版
・
一
九
七
四
年
・
二
七
〇

頁
以
下
。

（
（
（　

妻
の
側
の
重
婚
に
つ
い
て
は
戸
婚
律
（（
義
絶
離
之
条
に
お
い
て
、

「
妻
妾
擅
去
者
。
徒
二
年
。
因
而
改
嫁
者
。
加
二
等
。」
の
ご
と
く
罰

せ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
る
条
文
と
は
異
な
る
が
、
一
応
触
れ

て
お
く
。「
妻
妾
擅
去
」
は
妻
妾
が
離
婚
を
望
ん
で
勝
手
に
夫
の
元

か
ら
去
る
な
ら
ば
徒
二
年
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
。
た
だ
し
夫
婦
間
の

感
情
の
も
つ
れ
か
ら
一
時
的
に
家
出
し
た
り
し
た
場
合
は
罪
に
は
問

わ
れ
な
い
と
疏
文
は
い
う
。「
因
而
改
嫁
」
は
、
夫
の
元
を
立
ち
去

る
だ
け
で
な
く
他
人
に
改
嫁
す
れ
ば
二
等
を
加
え
て
徒
三
年
と
す
る
。

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
三
九
三
頁
。

（
（
（　

高
木
市
之
助
ほ
か
校
注
『
万
葉
集
四
』
日
本
古
典
文
学
大
系

7
・
岩
波
書
店
・
一
九
六
二
年
、
佐
竹
昭
広
ほ
か
校
注
『
万
葉
集

四
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
・
二
〇
〇
三
年
。

（
（
（　

利
光
・
前
掲
『
律
の
研
究
』
六
九
頁
。

（
（
（　

坂
本
・
前
掲
『
古
典
と
歴
史
』
一
四
七
頁
以
下
、
の
ち
に
『
著

作
集
七
』
三
九
頁
以
下
。

（
7
（　

虎
尾
「
例
の
研
究
」『
古
代
典
籍
文
書
論
考
』
吉
川
弘
文
館
・

一
九
八
二
年
、
所
収
。

（
8
（　

た
ま
た
ま
見
出
し
た
「
例
」
の
事
例
な
の
で
適
切
か
ど
う
か
は

検
討
が
必
要
だ
が
、
大
宝
二
年
七
月
癸
酉
（
八
日
（
の
続
紀
の
記
事

に
、詔

、
伊
勢
大
神
宮
封
物
者
是
神
御
之
物
。
宜
准
供
神
事
、
勿
令
濫
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穢
。
又
在
山
背
国
乙
訓
郡
火　

雷
神
、
毎
旱
祈
雨
。
頻
有
徴
験
。

宜
入
大
幣
及
月
次
幣
例
。（
詔
し
た
ま
わ
く
、「
伊
勢
大
神　

宮
の

封
物
は
是
れ
神
御
の
物
な
り
。
神
事
に
供
ふ
る
に
准
へ
て
、
濫
り

に
穢
さ
し
む
る
こ
と
勿　

か
る
べ
し
。
ま
た
山
背
国
乙
訓
郡
に
在

る
火
雷
神
は
、
旱
毎
に
雨
を
祈
ふ
に
。
頻
に
徴
験
有
り
。
大
幣
と

月
次
の
幣
と
の
例
に
入
る
べ
し
。」
と
の
た
ま
ふ
。（

と
見
え
、
文
中
の
末
尾
に
例
（
た
め
し
（
の
用
例
が
あ
る
。

（
9
（　

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
大
宝
・
養
老
両
律
の
条
文
に
お
い
て
、

大
宝
律
の
逸
条
に
見
え
る
量
刑
が
、
養
老
律
の
量
刑
と
一
致
す
る
場

合
も
少
な
く
は
な
い
の
で
、
こ
こ
で
述
べ
る
点
は
あ
く
ま
で
希
望
的

観
測
と
見
ら
れ
る
と
い
う
ご
批
判
も
あ
る
か
と
考
え
る
。
大
宝
・
養

老
両
律
の
量
刑
が
一
致
す
る
の
は
、
垣
間
見
た
だ
け
で
も
戸
婚
律
（

私
入
道
私
度
条
な
ど
が
上
げ
ら
れ
る
。

（
（0
（　

上
野
・
前
掲
「
大
宝
律
復
元
考
」。

2
　
戸
婚
律
40
妻
無
七
出
義
絶
状
出
妻
条

　

戸
婚
律
（0
当
該
条
文
は
離
婚
に
つ
い
て
の
規
定
で
あ
る
。
次
の
条

も
離
婚
に
つ
い
て
規
定
す
る
が
、
大
宝
律
条
文
の
復
元
に
関
し
て
は

次
条
に
は
触
れ
な
い
で
お
く
。

　

夫
が
妻
を
離
婚
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
は
離
婚
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
条
件
と
し
て
、
七
出
、
三
不
去
・
義
絶
を
あ
げ
る
。

　

七
出
と
い
う
の
は
、
無
子
（
妻
が
五
十
歳
に
な
っ
て
も
男
子
を
産

ま
な
か
っ
た
場
合
（、
淫
洙
（
旁
は
失
（、
不
事
舅
姑
（
夫
の
父
母
を

な
い
が
し
ろ
に
す
る
（、
口
舌
（
無
駄
な
陰
口
が
多
す
ぎ
る
（、
盗
竊

（
盗
み
癖
（、
妬
忌
（
嫉
妬
（、
悪
疾
（
癩
病
と
い
わ
れ
て
い
る
。
三

不
去
に
拘
束
さ
れ
な
い
。（
の
七
つ
で
あ
る
。
妻
が
こ
れ
ら
の
う
ち

ど
れ
か
に
該
当
す
れ
ば
夫
は
妻
を
離
縁
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と

さ
れ
る
。

　

三
不
去
と
い
う
の
は
、
舅
姑
を
見
取
り
終
わ
っ
た
妻
、
婚
姻
中
、

夫
が
勢
い
出
世
し
た
時
、
帰
る
べ
き
実
家
が
無
い
妻
、
の
三
つ
で
あ

る
。
そ
の
ど
れ
か
に
該
当
す
れ
な
ら
ば
、
七
出
の
う
ち
の
姦
と
悪
疾

を
除
外
し
た
そ
の
他
の
理
由
が
あ
っ
て
も
離
婚
し
て
は
な
ら
な
い
。

　

義
絶
に
つ
い
て
は
、
次
条
の
主
た
る
問
題
で
も
あ
り
い
ま
は
論
究

し
な
い
。

　

先
に
戸
婚
律
（8
有
妻
更
娶
妻
条
の
と
こ
ろ
で
も
触
れ
た
が
改
め
て

当
該
条
で
も
万
葉
集
一
八
、
四
一
〇
六
番
歌
謡
左
注
を
掲
げ
て
述
べ

て
お
く
こ
と
と
す
る
。

　

唐
戸
婚
律
（0
妻
無
七
出
条
に
は
、

 

諸
妻
無
七
出
及
義
絶
之
状
。
而
出
之
者
。
徒
一
年
半
。
雖
犯
七
出
。
有

三
不
去
而
出
之
者
。
杖
一
百
。
追
還
合
。
若
犯
悪
疾
及
姦
者
。
不
用
此

律
。

（
諸
て
妻
に
七
出
及
び
義
絶
の
状
な
く
し
て
こ
れ
を
出
す
者
、
徒
一
年

半
。
七
出
を
犯
す
と
雖
も
、
三
不
去
あ
り
て
こ
れ
を
出
す
者
、
杖
一
百
。
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追
し
て
還
た
合
は
す
。
若
し
悪
疾
及
び
姦
を
犯
す
者
は
、
此
の
律
を
用

い
ず
。（

と
見
え
る
。
こ
れ
に
対
応
す
る
養
老
律
条
文
は
、『
律
逸
』
や
佐
藤

進
一
氏（（
（

な
ど
に
よ
り
、
法
曹
至
要
抄
や
戸
令
抄
、
前
田
家
本
・
御
成

敗
式
目
（
明
応
七
年
本
（
第
二
十
一
条
書
き
入
れ
等
か
ら
拾
わ
れ
、

復
元
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
宝
律
当
該
条
文
は
、
前
掲
し
た
律
令
研
究
会
編

『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
律
本
文
篇
上
巻
で
は
、
前
条
と
同
様
、
見

つ
か
っ
て
い
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
、
万
葉
集
巻
一
八
、
四
一
〇
六
番
歌
謡
左
注
「
教

喩
史
生
尾
張
少
咋
歌
一
首
并
短
歌（（
（

」
に
は
、

七
出
例
云
。
但
犯
一
条
。
即
合
出
之
。
無
七
出
輒
棄
者
。
徒
一
年
半
。

三
不
去
云
。
雖
犯
七
出
不
合
棄
之
。
違
者
杖
一
百
。
唯
犯
姦
悪
疾
得
棄

之
。

と
い
う
詞
書
が
見
え
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
利
光
氏
は
そ
の
論
文
「
大

宝
律
考（（
（

」
に
お
い
て
、
上
記
の
「
七
出
例
云
」「
三
不
去
云
」
は
大

宝
律
の
取
意
文
で
あ
る
と
論
じ
ら
れ
た（（
（

。

　

参
考
ま
で
に
文
中
の
「
即
合
出
之
」
と
「
不
合
棄
之
」
の
合
字
は

可
・
須
と
同
意
だ
が
、
律
令
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
の
は
合
で
あ
る
点

を
心
す
べ
き
で
あ
る
。

　

法
曹
至
要
抄
な
ど
に
よ
る
養
老
戸
婚
律
（0
妻
無
七
出
義
絶
状
出
妻

条
の
復
元
は
、

（
凡
（
妻
無
七
出
及
義
絶
之
状
。
而
出
之
者
。
徒
一
年
。
雖
犯
七
出
。

有
三
不
去
而
出
之
者
。
杖
八
十
。
追
還
合
復
。
若
犯
悪
疾
及
姦
者
。
不

用
此
律
。 

（（　

（
内
は
補
語
、
以
下
同
じ
（

と
な
っ
て
い
る（（
（

。

　

先
の
万
葉
集
の
詞
書
か
ら
復
元
さ
れ
る
大
宝
戸
婚
律
（0
妻
無
七
出

義
絶
状
出
妻
条
は
、

（
凡
（（
妻
（
無
七
出
（
及
義
絶
之
状
。
而
（
出
之
者
。
徒
一
年
半
。
雖

犯
七
出
。（
有
（
三
不
去
而
出
之
者
。
杖
一
百
。（
追
還
合
復
。
若
犯
悪

疾
及
姦
者
。
不
用
此
律
。（

と
な
る
も
の
と
思
う（7
（

。

　

こ
の
大
宝
律
復
元
案
を
上
記
の
唐
戸
婚
律
（0
妻
無
七
出
条
と
比
較

す
る
と
、
量
刑
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
考
え
は
、

大
宝
律
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
、
養
老
律
よ
り
も
唐
律
に
近
似
す
る

条
項
を
示
し
て
き
た
の
と
趣
旨
の
う
え
で
通
じ
る
も
の
が
あ
る
と
述

べ
て
き
た
が
、
量
刑
に
お
い
て
も
大
宝
律
が
養
老
律
よ
り
も
唐
律
に

一
致
す
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
証
拠
史
料
と
し
て
上
げ
て
置
か
ね
ば

な
ら
な
い
。

 
（
（
（　

佐
藤
進
一
「
律
逸
拾
遺
」『
史
学
雑
誌
』
五
十
八
編
四
号
。

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
四
一
〇
頁
。
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（
（
（　

前
掲
『
万
葉
集
』
二
八
四
頁
。

（
（
（　

利
光
・
前
掲
「
大
宝
律
考
」『
律
の
研
究
』
七
二
頁
以
下
。

（
（
（　

利
光
氏
は
万
葉
集
十
八
番
の
大
伴
家
持
の
長
歌
詞
書
の
「
三
不

去
云
」
を
「
三
不
去
例
云
」
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は
例
の
字

は
な
い
。

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
四
〇
八
頁
。

（
7
（　

坂
本
氏
は
、
戸
令
七
出
条
の
集
解
古
記
に
、
六
出
と
あ
る
こ
と

に
不
審
を
い
だ
き
、
金
沢
文
庫
本
ほ
か
田
中
氏
本
、
無
窮
会
本
な
ど

を
調
べ
て
そ
れ
ら
が
一
致
し
て
六
出
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
古
記
に
は

六
出
と
あ
っ
た
こ
と
、
古
記
の
注
釈
は
悪
疾
に
の
み
注
釈
が
な
く
、

他
は
こ
と
ご
と
に
注
釈
が
施
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
大
宝
令
は
悪
疾

を
除
く
六
出
が
本
来
の
姿
で
あ
っ
た
と
結
論
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し

な
が
ら
唐
律
令
に
七
出
と
あ
る
も
の
を
、
悪
疾
だ
け
は
気
の
毒
だ
か

ら
七
出
の
一
つ
と
し
て
置
い
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
理
由

だ
け
で
大
宝
律
令
編
者
が
唐
律
令
に
変
更
を
加
え
る
と
は
常
識
的
に

は
考
え
づ
ら
い
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
大
宝
律
は
で
き

得
る
限
り
唐
律
に
近
似
さ
せ
る
こ
と
が
編
修
の
方
針
で
あ
っ
た
筈
で

あ
る
。
坂
本
氏
指
摘
の
六
出
は
、
七
出
の
誤
写
で
は
な
か
っ
た
か
と

い
う
疑
念
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
。
故
に
私
は
七
出
説
を
採
用
す
る

に
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

二　

未
復
元
条
項

1
　
名
例
律
6
八
虐
条
（
6
）
大
不
敬

　

こ
こ
で
は
、
①
～
③
の
三
点
に
つ
い
て
、
言
及
し
た
い
。

　

①
大
宝
名
例
律
（
八
虐
条
、
第
六
大
不
敬
の
条
文
の
復
元
に
関
し

て
は
、
こ
れ
ま
で
論
じ
た
こ
と
が
あ
る（（
（

。
当
該
条
大
不
敬
の
項
目
の

唐
律
疏
議
の
条
規
に
は
、

六
曰
。
大
不
敬
。〈
謂
盗
大
祀
神
御
之
物
。
乗
輿
服
御
物
。
盗
及
偽
造

御
宝
。
合
和
御
薬
。
誤
不
如
本
方
。
及
封
題
誤
。
若
造
御
膳
。
誤
犯
食

禁
。
御
幸
舟
船
。
誤
不
牢
固
。
指
斥
乗
輿
。
情
理
切
害
。
及
対
捍
制
使
。

而
無
人
臣
之
禮
。〉 

（〈　

〉
内
は
注
文
。
疏
文
は
略
す
、
以
下
同
じ
（

と
あ
り
、
ま
た
養
老
律
条
規
は
、

六
曰
。
大
不
敬
。〈
謂
毀
大
社
及
盗
大
祀
神
御
之
物
。
乗
輿
服
御
物
。

盗
及
偽
造
神
璽
内
印
。
合
和
御
薬
。
誤
不
如
本
方
。
及
封
題
誤
。
若
造

御
膳
。
誤
犯
食
禁
。
御
幸
舟
船
。
誤
不
牢
固
。
指
斥
乗
輿
。
情
理
切
害
。

及
対
捍
詔
使
。
而
無
人
臣
之
禮
。〉 

（
傍
線
は
筆
者
（

と
な
っ
て
い
る
。
養
老
律
条
文
は
唐
律
条
文
に
く
ら
べ
、
傍
線
の
部

分
が
異
な
っ
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
日
本
的
特
色
が
見
ら
れ
る
部
分
で

あ
る
。

　

他
方
、
当
該
条
文
の
大
宝
律
条
規
（
逸
文
（
は
、
右
養
老
律
注
文



法学研究 97 巻 （ 号（（0（（：（）

88

の
「
偽
造
」「
内
印
」「
合
和
御
薬
。
誤
不
如
本
方
。
及
封
題
誤
。
若

造
御
膳
。
誤
犯
食
禁
。
御
幸
舟
船
。
誤
不
牢
固
。」
が
利
光
氏
に
よ

り
逸
文
が
拾
わ
れ
て
お
り（（
（

、
律
令
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
律
本
文
篇
上
巻
も
こ
れ
に
従
っ
て
い
る
。

　

私
も
こ
れ
ま
で
、
同
条
の
本
文
「
大
不
敬
」
の
復
元
に
言
及
し
、

ま
た
注
文
「
指
斥
乗
輿
。
情
理
切
害
。」
の
復
元
が
可
能
で
あ
る
と

論
じ
た（（
（

。
更
に
、
続
紀
、
天
平
勝
宝
八
年
五
月
（
癸
亥
（
十
日
条
の

「
出
雲
国
守
従
四
位
上
大
伴
宿
禰
古
慈
斐
内
竪
淡
海
真
人
三
船
、
坐

誹
謗
朝
廷
、
无
人
臣
之
礼
、
禁
於
左
右
衛
士
府
。」
と
い
う
文
中
に

「
坐
誹
謗
朝
廷
、
无
人
臣
之
礼
」
と
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、「
無
人
臣

之
礼
」
の
復
元
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る（（
（

。

　

と
こ
ろ
で
、
問
題
は
、
本
注
の
前
半
部
分
に
あ
る
「
謂
毀
大
社
及

盗
大
祀
神
御
之
物
。
乗
輿
服
御
物
。
盗
及
偽
造
神
璽
内
印
。」
の
復

元
に
関
し
て
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
何
か
拠
と
な
る
史
料
が
あ
る
か
と
い
え
ば
、

そ
れ
は
端
的
に
言
う
と
、
な
い
と
言
っ
て
よ
い
が
、
大
宝
律
か
ら
養

老
律
に
移
行
す
る
際
に
、
当
該
箇
所
が
す
で
に
大
宝
律
に
存
在
し
た

と
し
て
も
無
理
な
く
解
釈
で
き
る
、
と
い
う
類
推
復
元
が
可
能
で
あ

る
と
い
う
判
断
に
基
づ
く
。

　

ま
ず
、
上
記
の
大
社
の
語
は
、
平
戸
記
、
寛
元
三
年
四
月
十
四
日

条
の
権
大
納
言
源
朝
臣
顕
定
の
定
詞
に
、「
古
答
云
、
問
、
大
社
山

陵
御
膳
所
、
至
国
（
闕
字
の
誤
り
（
未
度
罪
名
、
未
知
、
何
科
、」

と
あ
り
、
ま
た
、
同
記
、
同
日
条
に
引
く
侍
従
藤
原
朝
臣
資
季
の
定

申
に
「
大
祀
大
社
大
幣
雑
物
等
可
有
差
別
、
大
祀
大
幣
之
外
物
不
入

八
虐
、
以
大
嘗
為
大
祀
、
以
伊
勢
神
宮
為
大
社
云
々
、
如
古
答
者
、

大
和
大
神
等
六
位
為
中
社
、
自
余
為
小
社
云
々
、」
と
あ
り（（
（

、
更
に

ま
た
師
守
記
、
貞
治
三
年
五
月
十
三
日
条
に
引
く
大
判
事
明
法
博
士

坂
上
明
宗
勘
文
に
、「
衛
禁
律
云
、
闌
入
大
社
者
、
徒
一
年
、（
中

略
（
古
答
云
、
大
社
者
伊
勢
神
宮
也
、（
後
略
（」
と
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
大
宝
律
令
の
注
釈
書
古
答
に
、
大
社
の
語
が
引
用
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
も
そ
れ
の
類
推
復
元
が
可
能
な
こ
と
は
分
か
る（（
（

。

　

す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
養
老
賊
盗
律
（
謀
反
条
に
、
唐
律
に
は

見
ら
れ
な
い

謀
毀
大
社
者
。
徒
一
年
。
毀
者
遠
流
。

と
い
う
規
定
が
あ
り
、
更
に
、
名
例
律
（
八
虐
条
第
六
の
大
不
敬
の

項
に
、

大
不
敬
。
謂
。
毀
大
社
（
後
略
（

と
見
え
て
、
こ
こ
に
言
う
大
社
と
い
う
語
が
、
大
宝
律
に
存
在
し
た

こ
と
が
立
証
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
「
毀
大
社
」
な
る
文
言
が
大

宝
名
例
律
（
八
虐
条
第
六
の
大
不
敬
の
項
に
存
在
す
る
こ
と
は
明
ら

か
と
思
わ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
後
述
す
る
職
制
律
（0
祭
祀
朝
会
侍
衛
条
の
箇
所
で
、
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⒜
元
明
天
皇
の
即
位
（
続
紀
、
慶
雲
四
年
七
月
壬
子
（
十
七
日
（

条
（
の
の
ち
、
和
銅
元
年
十
一
月
己
卯
（
二
十
一
日
（
に
行
わ
れ
た

大
嘗
祭
（
践
祚
大
嘗
祭
（、
さ
ら
に
⒝
元
明
天
皇
か
ら
皇
位
を
譲
ら

れ
た
元
正
天
皇
の
即
位
（
続
紀
、
霊
亀
元
（
七
一
五
（
年
九
月
庚
辰

（
二
日
（（
の
の
ち　
霊
亀
二
年
十
一
月
辛
卯
（
十
九
日
（
に
行
わ
れ

た
大
嘗
祭
（
践
祚
大
嘗
祭
（、
⒞
元
正
天
皇
か
ら
皇
位
を
譲
ら
れ
た

聖
武
天
皇
の
即
位
（
続
紀
、
神
亀
元
年
二
月
甲
午
（
四
日
（（
の
の

ち
同
年
十
一
月
己
卯
（
二
十
三
日
（
に
行
わ
れ
た
大
嘗
祭
（
践
祚
大

嘗
祭
（
等
々
、
主
要
君
主
の
即
位
式
及
び
大
嘗
祭
に
論
及
し
た
。

　

さ
て
養
老
律
注
文
は
「
謂
毀
大
社
」
の
次
に
「
及
盗
大
祀
神
御
之

物
。」
と
あ
り
、
そ
の
疏
文
に

神
御
物
者
。
謂
。
大
幣
者
。
大
社
神
宝
亦
同
。

と
見
え
る
。
大
不
敬
の
項
に
言
う
「
大
祀
神
御
之
物
」
と
言
う
の
は
、

神
祗
令
「
凡
天
皇
即
位
。
惣
祭
天
神
地
祗
。
散
斎
一
月
。
致
斎
三
日
。

其
大
幣
者
。
三
月
之
内
。
令
修
理
訖
。」
と
見
え
る
と
こ
ろ
の
大
幣

（
お
お
み
て
ぐ
ら
（
に
ほ
か
な
ら
ず
、
大
嘗
祭
に
お
い
て
神
に
た
て

ま
つ
る
新
穀
及
び
そ
の
新
穀
を
も
っ
て
醸
し
た
白
酒
・
黒
酒
を
い
う

の
で
あ
る（7
（

。

　

そ
の
「
大
祀
神
御
之
物
」
を
盗
む
犯
罪
は
、
賊
盗
律
に

凡
盗
大
祀
神
御
之
物
者
。
中
流
。

と
の
規
定
が
あ
る
。
上
に
記
し
た
主
要
君
主
の
即
位
式
及
び
大
嘗
祭

は
、
い
ず
れ
も
大
宝
律
令
施
行
時
に
執
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
の
律
の
処
罰
規
定
は
、
大
宝
律
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
言

っ
て
よ
い
。

　

ゆ
え
に
大
社
す
な
わ
ち
伊
勢
神
宮
に
祭
ら
れ
て
い
る
神
と
、
大
嘗

祭
に
神
に
た
て
ま
つ
る
大
幣
を
盗
む
犯
罪
行
為
は
大
不
敬
罪
の
最
た

る
も
の
で
あ
る
と
定
め
た
八
虐
条
大
不
敬
に
お
い
て
も
、
こ
れ
が
大

宝
律
の
条
項
に
存
在
し
た
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。

　

②
職
制
律
（（
合
和
御
薬
条
の
復
元
に
関
し
て
は
、
以
下
の
項
目
に

お
い
て
論
究
し
た
が
、
そ
こ
で
の
復
元
の
過
程
で
、
次
の
よ
う
な
点

に
言
及
し
た
。
重
複
す
る
が
、
本
項
で
も
述
べ
て
お
き
た
い
。

　

大
宝
職
制
律
（（
合
和
御
薬
条
の
大
宝
律
条
規
の
復
元
が
可
能
で
あ

る
な
ら
ば
、
名
例
律
（
八
虐
第
六
大
不
敬
の
項
、
注
文
封
題
誤
の
疏

文
に
、

謂
依
方
合
訖
。
封
題
有
誤
。
若
以
丸
為
散
。
応
令
言
熱
之
類
。

と
あ
る
が
大
宝
律
当
該
条
疏
も
復
元
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　

③
と
こ
ろ
で
、
八
虐
条
大
不
敬
に
処
罰
規
定
が
あ
り
、
賊
盗
律
（

謀
反
条
及
び
賊
盗
律
（（
大
祀
条
の
復
元
に
従
い
、
上
記
し
た
名
例
律

当
該
条
に
、

六
曰
。
大
不
敬
。〈
謂
毀
大
社
及
盗
大
祀
神
御
之
物
。〉

と
い
う
律
条
の
存
在
が
推
考
さ
れ
、
復
元
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
本
節
賊
盗
律
（
・
（（
条
を
参
照
さ
れ
た
い
。



法学研究 97 巻 （ 号（（0（（：（）

90

（
（
（　

上
野
「
大
宝
名
例
律
八
虐
・
六
議
条
の
復
元
に
つ
い
て
」『
皇

学
館
論
叢
』
第
四
十
七
巻
第
二
号
・
二
〇
一
四
年
。

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
四
六
頁
以
下
。

（
（
（　

注
（
（
（
論
文
参
照
。

（
（
（　

上
野
・
前
掲
「
養
老
律
の
所
伝
・
亡
失
時
期
、
及
び
律
諸
条
の

復
元
」。

（
（
（　

平
戸
記
・
増
補
史
料
大
成
・
平
戸
記
二
・
八
八
頁
。

（
（
（　

長
寛
勘
文
に
引
用
さ
れ
て
い
る
律
集
解
の
一
文
に
「
説
者
云
、

大
社
者
伊
勢
大
神
宮
、
自
余
称
中
小
社
。」
と
あ
る
こ
と
も
傍
証
と

な
ろ
う
。

（
7
（　

滝
川
「
律
と
大
嘗
祭
」『
律
令
と
大
嘗
祭
―
御
代
始
め
諸
儀
式

―
』
国
書
刊
行
会
・
一
九
八
三
年
。

2
　
名
例
律
21
敍
法
条

　

唐
名
例
律
（（
除
名
者
条
に
は
、

諸
除
名
者
官
爵
悉
除
。
課
役
従
本
色
。
六
載
之
後
聴
敍
。
依
出
身
法
。

若
本
犯
不
至
免
官
而
特
除
名
者
。
敍
法
同
免
官
例
。
免
官
者
三
載
之
後
。

降
先
品
二
等
敍
。
免
所
居
官
及
官
当
者
。
期
年
之
後
。
降
先
品
一
等
敍
。

（
後
略
（

と
あ
り
、
養
老
名
例
律
（（
敍
法
条
に
は
、

 

凡
除
名
者
官
位
勲
位
悉
除
。
課
役
従
本
色
。
六
載
之
後
聴
敍
。
依
出
身

法
。
若
本
犯
不
至
免
官
而
特
除
名
者
。
敍
法
同
免
官
例
。
免
官
者
三
載

之
後
。
降
先
位
二
等
敍
。
免
所
居
官
及
官
当
者
。
朞
年
之
後
。
降
先
品

一
等
敍
。（
後
略
（

と
見
え
る
。
と
も
に
除
名
、
免
官
、
免
所
居
官
、
官
当
の
年
限
、
再

叙
、
降
限
、
処
遇
に
関
す
る
規
定
を
お
い
て
い
る
。
そ
し
て
除
名
さ

れ
て
以
降
、
六
載
の
後
、
位
階
（
唐
は
官
爵
（
を
授
け
る
こ
と
を
聴

す
法
が
存
在
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
律
令
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
律
本
文
篇

上
巻
は
、
大
宝
律
の
名
例
（（
当
該
条
に
関
し
て
は
、
慶
雲
三
年
二
月

庚
寅
（
九
日
（
条
の
続
紀
に
見
え
る
、

詔
曰
。（
中
略
（
又　

制
七
条
事
。（
中
略
（
准
律
令
。
於
律
雖
有
除
名

之
人
六
載
之
後
聴
敍
之
文
。
令
内
未
載
除
名
之
罪
限
満
以
後
応
敍
之
式
。

宜
議
作
応
敍
之
条
。（
其
三
。（

と
い
う
記
事
に
よ
っ
て
、
養
老
名
例
律
（（
除
名
条
に
相
応
す
る
規
定

の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
、
と
い
う
文
言
で
括
ら
れ
て
い
る（（
（

。

　

し
か
し
な
が
ら
こ
の
逸
文
を
続
紀
か
ら
見
出
し
た
利
光
氏
は
「
こ

の
詔
勅
に
引
か
れ
た
大
宝
律
が
、
右
の
養
老
律
及
び
唐
律
に
相
応
す

る
条
文
で
あ
る
こ
と
は
、
疑
い
な
い
。」
と
明
言
し
て
い
る（（
（

。

　

確
か
に
続
紀
所
引
の
記
事
に
は
「
於
律
雖
有
除
名
之
人
六
載
之
後

聴
敍
之
文
。」
と
あ
っ
て
律
の
条
文
か
ら
の
引
用
で
あ
る
点
が
明
白

で
あ
る
。

　

従
っ
て
前
記
の
『
譯
註
日
本
律
令
』
は
こ
の
下
線
部
の
語
句
を
、
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単
に
存
在
の
推
測
に
止
め
る
の
で
は
な
く
復
元
す
べ
き
こ
と
を
示
し

て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
。

 
（
（
（　

律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
九
二
頁
以
下
。

（
（
（　

利
光
・
前
掲
「
大
宝
律
考
」『
律
の
研
究
』
四
二
頁
以
下
。
な

お
青
木
和
夫
ほ
か
校
注
『
続
日
本
紀　

一
』
新
日
本
古
典
文
学
大
系

（（
・
岩
波
書
店
・
一
九
九
二
年
、
三
七
三
頁
を
参
照
の
こ
と
。

3
　
名
例
律
45
二
罪
以
上
倶
発
条

　

名
例
律
（（
当
該
条
に
関
し
て
は
、
万
葉
集
巻
十
八
、
四
一
二
八
越

前
国
掾
大
伴
宿
禰
池
主
が
大
伴
家
持
に
送
っ
た
戯
歌
四
首
が
送
ら
れ

て
い
る
。
そ
の
消
息
文
中
に

凡
貿
易
本
物
、
其
罪
不
軽
、
正
贓
倍
贓
、
宜
急
併
満
、
今
勒
風
雲
、
発

遣
徴
使
、
早
速
返
報
、
不
須
延
回
、

（
凡
そ
本
物
を
貿
易
す
る
こ
と
、
其
の
罪
軽
か
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
正
贓

倍
贓
、
宜
し
く
急
に
併
満
す
べ
し
。
今
風
雲
を
勒
し
て
、
徴
使
を
発
遣

す
。
早
速
に
返
報
せ
よ
。
須
く
延
回
す
べ
か
ら
ず
。（

と
い
う
文
が
見
ら
れ
る
。
文
中
に
他
人
の
物
を
売
っ
た
場
合
に
は
正

贓
と
倍
贓
を
合
わ
せ
て
備
償
す
る
の
が
法
で
あ
る
と
い
う
意
訳
文
が

見
ら
れ
る
。
万
葉
集
校
注
に
依
っ
て
も
う
少
し
付
け
加
え
る
と
、
も

と
の
品
物
を
別
の
物
と
取
り
替
え
る
こ
と
、
本
物
を
す
り
替
え
て
別

の
物
を
送
っ
て
く
る
こ
と
は
、
そ
の
罪
は
軽
く
な
い
。
品
物
を
取
り

替
え
る
こ
と
（
貿
易
（
は
窃
盗
罪
に
相
当
し
、
し
た
が
っ
て
正
贓

（
盗
品
そ
の
も
の
（
と
倍
贓
（
人
の
盗
ん
だ
品
を
さ
ら
に
盗
ん
だ
、

二
重
の
盗
品
に
対
し
て
、
も
と
の
倍
額
に
相
当
す
る
物
を
差
し
出
す

こ
と
（
と
の
種
類
の
違
っ
た
物
を
急
い
で
併
合
し
て
満
ち
充
て
る
べ

き
で
あ
る
。
つ
ま
り
は
家
持
の
貿
易
の
罪
に
対
し
て
そ
の
賠
償
を
急

ぎ
差
し
出
す
よ
う
に
、
遷
延
し
て
は
い
け
な
い
、
遅
れ
な
い
よ
う
に

早
速
返
事
を
よ
こ
す
よ
う
に
と
い
う
戯
れ
の
言
葉
の
中
に
も
真
の
意

義
を
法
律
用
語
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
し
伝
え
て
い
る（（
（

。

　

唐
名
例
律
（（
当
該
条
に
は

（
前
略
（
若
罪
法
不
等
者
。
即
以
重
贓
併
満
軽
贓
。
各
倍
論
。（
中
略
（

罪
法
不
等
者
。
則
以
重
法
併
満
軽
法
。〈
罪
法
等
者
。
謂
若
貿
易
官
物
。

計
其
等
准
盗
論
。
計
所
利
以
盗
論
之
類
。（
後
略
（〉

（
罪
法
等
し
か
ら
ざ
る
者
、
即
ち
重
贓
を
以
て
軽
贓
に
併
満
す
。
各
々

倍
し
て
論
ず
（
中
略
（
罪
法
等
し
か
ら
ざ
る
者
。
則
ち
重
法
を
以
て
軽

法
に
併
満
す
。〈
罪
法
等
し
と
は
、
官
物
と
貿
易
す
る
も
の
、
其
の
等

し
き
を
計
り
て
盗
に
準
じ
て
論
じ
、
利
す
る
所
を
計
り
て
盗
を
以
て
論

ず
る
が
ご
と
き
の
類
を
謂
ふ
。（
後
略
（〉（ 

（〈　

〉
内
は
本
注
（

と
あ
る（（
（

。

　

利
光
三
津
夫
氏
が
こ
の
中
に
見
え
る
「
併
満
」
な
る
語
が
律
令
用

語
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（（
（

。
そ
し
て
、
こ
の
歌
の
製
作
さ
れ
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た
時
期
が
、
大
宝
律
令
が
実
施
さ
れ
た
時
期
に
該
当
す
る
ゆ
え
に
、

「
併
満
」
は
大
宝
律
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
推
定
し
た
。

　

以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
大
宝
名
例
律
（（
二
罪
以
上
倶
発
条
の
存
在

は
明
ら
か
で
、
か
つ
「
併
満
」
の
語
ほ
か
「
貿
易
」（
注
文
（
な
ど

も
復
元
で
き
よ
う
。
律
令
法
に
精
通
し
た
池
主
が
入
魂
の
家
持
（
国

司
（
に
罪
の
訴
え
を
提
議
す
る
と
い
う
戯
れ
歌
の
中
に
律
の
在
り
方

が
窺
え
る
万
葉
集
歌
で
あ
る
。

 

（
（
（　

高
木
市
之
助
ほ
か
・
前
掲
『
万
葉
集
』。

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

三
』
二
七
四
頁
以

下
。
滋
賀
秀
三
氏
の
懇
切
な
解
説
が
あ
る
。

（
（
（　

利
光
・
前
掲
「
大
宝
律
考
」
四
七
頁
以
下
。

4
　
名
例
律
56
稱
加
条
、
附
・
養
老
名
例
律
56
当
該
条

　

当
該
条
は
養
老
律
の
本
文
が
ほ
と
ん
ど
復
元
さ
れ
て
い
る
に
も
拘

わ
ら
ず（（
（

、
大
宝
律
は
い
ま
だ
復
元
さ
れ
て
い
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
続
日
本
紀
、
天
平
宝
字
元
年
七
月
戉
午
（
十
七
日
（

の
条
に
、

 

是
以
、
勘
法
〈
尓
〉
皆
当
死
罪
在
。
如
此
雖
在
、
慈
賜
〈
都
〉
為
而
、

一
等
軽
賜
而
、
姓
名
易
而
、
遠
流
罪
〈
尓
〉
治
賜
〈
都
〉。

（
是
を
以
て
法
を
勘
う
る
に
、
皆
死
罪
に
当
た
れ
り
。
此
の
如
く
あ
れ

ど
も
慈
み
賜
う
と
し
て
一
等
軽
め
賜
い
て
、
姓
名
易
へ
て
遠
流
罪
に
治

め
賜
い
つ
。（

と
見
え
る
。

　

つ
ま
り
、
橘
奈
良
麻
呂
の
変
で
謀
反
に
加
わ
っ
た
者
た
ち
は
、
律

八
虐
条
第
一
の
謀
反
罪
に
相
当
し
、
賊
盗
律
（
謀
反
大
逆
条
に
準
拠

し
て
「
皆
死
罪
」、
つ
ま
り
例
外
な
く
極
刑
に
処
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
は
あ
る
が
、
慈
悲
を
賜
っ
て
、
斬
罪
か
ら
一
等
を
減
じ
て
遠
流
罪

と
す
る
、
と
い
う
判
決
が
下
さ
れ
た（（
（

。

　

そ
の
法
的
根
拠
は
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
と
、
唐
名
例
律
（（
稱

加
就
重
条
に
、

諸
稱
加
者
。
就
重
次
。
稱
減
者
。
就
軽
次
。
唯
二
死
三
流
。
各
同
為
一

減
。
加
者
数
満
乃
坐
。
又
不
得
加
至
於
死
。
本
条
加
入
死
者
。
依
本
条
。

〈
加
入
絞
者
。
不
加
至
斬
。〉
其
罪
止
有
半
年
徒
。
若
応
加
杖
者
。
杖
一

百
。
応
減
者
。
以
杖
九
十
為
次
。 

（〈　

〉
内
は
注
文
（

（
諸
て
加
ふ
と
稱
す
る
は
重
次
に
就
く
。
減
ず
る
と
稱
す
る
は
軽
次
に

就
く
。
唯
だ
二
死
と
三
流
は
、
各
々
同
じ
く
一
と
為
し
て
減
ず
。
加
ふ

る
者
は
数
満
ち
て
乃
ち
坐
す
。
又
た
加
へ
て
死
に
至
る
を
得
ず
。
本
条

加
へ
て
死
に
入
る
者
は
、
本
条
に
依
る
。〈
加
へ
て
絞
に
入
る
者
は
、

加
え
て
斬
に
至
ら
ず
。〉
其
れ
罪
止
だ
半
年
の
徒
あ
り
て
、
若
し
加
杖

す
べ
き
者
は
、
杖
一
百
。
減
ず
べ
き
者
は
、
杖
九
十
を
以
て
次
と
為

す
。（
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と
あ
る
条
規
に
存
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

当
該
条
は
刑
を
何
等
か
「
加
ふ
」
あ
る
い
は
「
減
ず
」
と
い
う
こ

と
ば
に
関
し
て
定
義
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
五
刑
二
十
等
を
一

本
の
物
差
し
に
刻
ま
れ
た
目
盛
り
に
見
立
て
、
指
定
の
数
だ
け
目
盛

り
を
上
下
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
一
般
に
は
、
と
く
に
定
義
を
必
要

と
し
な
い
。
た
だ
、
死
刑
・
流
刑
に
つ
い
て
特
別
の
定
め
を
な
す
こ

と
が
本
条
の
置
か
れ
た
主
た
る
意
味
で
あ
り
、
付
随
し
て
そ
の
他
二
、

三
の
こ
と
が
定
め
ら
れ
る（（
（

。

　

つ
ま
り
、
上
掲
し
た
当
該
条
の
条
文
は
、
続
紀
、
天
平
宝
字
元
年

七
月
戉
午
（
十
七
日
（
の
続
紀
の
記
事
に
よ
っ
て
我
が
日
本
律
に
も

存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

天
平
宝
字
元
年
七
月
は
大
宝
律
令
が
施
行
さ
れ
て
い
た
時
期
に
相

当
す
る
が
ゆ
え
に
、
続
紀
の
当
該
条
は
大
宝
律
条
項
の
存
在
を
裏
付

け
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
前
掲
し
た
唐
名
例
律
の
本
注
「
加
入
絞
者
。
不
加
至
斬
。」

（〈　

〉
内
の
注
文
（
は
、
い
ま
な
お
養
老
律
で
は
復
元
さ
れ
て
い
な

い
が
、
唐
職
制
律
（9
漏
世
大
事
条
の
疏
議
に
、

其
大
事
縦
漏
世
於
蕃
国
使
。
亦
不
加
至
斬
。

と
見
え
る（（
（

。
養
老
律
に
は
「
其
大
事
縦
漏
世
於
藩
使
。
亦
不
加
至

斬
。」
と
あ
り
、
唐
律
疏
議
の
「
蕃
国
使
」
は
養
老
律
の
疏
文
で
は

「
藩
使
」
と
な
っ
て
い
て
国
の
字
の
脱
字
が
あ
る
も
の
の
、「
不
加
至

斬
」
と
い
う
唐
律
本
注
に
相
応
す
る
規
定
の
存
在
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　
「
不
加
至
斬
。」（
加
え
て
斬
に
至
ら
ず
。（
と
い
う
注
文
が
存
し
た

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
そ
の
主
部
に
当
た
る
「
加
入
絞
者
。」（
加

へ
て
絞
に
入
る
者
は
、（
の
注
文
が
「
不
加
至
斬
。」
の
前
に
存
在
し

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
よ
う
。
ゆ
え
に
、
大
宝
律
の
み
な
ら
ず
、
養
老

律
の
本
注
に
も
「
加
入
絞
者
。
不
加
至
斬
。」
と
い
う
、
唐
律
疏
議

と
同
様
の
注
文
が
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
唐
律
疏
議
、
名
例
律
（（
当
該
条
に
は
、
第
一
と
し
て
、

冒
頭
の
「
加
う
と
稱
す
る
は
重
次
に
就
く
。
減
ず
と
稱
す
る
は
軽
次

に
就
く
。
唯
だ
二
死
と
三
流
は
、
各
々
同
じ
く
一
と
為
し
て
減
ず
」

の
類
例
を
疏
議
の
文
に
上
げ
て
い
る
。
名
例
律
（（
、
名
例
律
（0
等
で

あ
る
。
第
二
と
し
て
、「
加
う
る
も
の
は
、
数
満
ち
て
乃
ち
坐
す
。

ま
た
加
へ
て
死
に
至
る
を
得
ず
。
本
条
加
へ
て
死
に
入
る
も
の
は
、

本
条
に
依
る
。〈
加
へ
て
絞
に
入
る
も
の
は
、
加
へ
て
斬
に
至
ら

ず
。〉」
の
類
例
を
や
は
り
疏
議
の
文
に
上
げ
て
い
る
。
賊
盗
律
（（
、

捕
亡
律
（0
、
闘
訟
律
（
、
同
律
（9
等
で
あ
る
。
第
三
と
し
て
、「
其

れ
罪
止
だ
半
年
の
徒
あ
り
て
、
若
し
加
杖
す
べ
き
も
の
は
、
杖
一
百
。

減
ず
べ
き
も
の
は
、
杖
九
十
を
以
て
次
と
為
す
。」
の
類
例
を
疏
議

の
文
に
上
げ
て
い
る
。
断
獄
律
（9
、
名
例
律
（7
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
う
ち
、
養
老
律
当
該
条
の
疏
文
に
逸
文
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
の
は

賊
盗
律
（（
、
捕
亡
律
（0
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
養
老
律
条
文
の
疏
文
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に
こ
う
し
た
類
例
が
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
証
せ
ら
れ
る
。

　

従
っ
て
、
上
の
律
二
カ
条
以
外
の
疏
文
に
も
、
他
の
名
例
律
（（
・

名
例
律
（0
（
第
一
（、
賊
盗
律
（（
・
捕
亡
律
（0
・
闘
訟
律
（
・
闘
訟

律
（9
（
第
二
（、
断
獄
律
（9
・
名
例
律
（7
（
第
三
（
等
が
類
例
と
し

て
上
げ
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
間
違
い
な
か
ろ
う
。
こ
れ
ら
各
条
文

の
復
元
試
案
に
つ
い
て
は
後
考
に
譲
る
。

 

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』。

（
（
（　

橘
奈
良
麻
呂
の
変
に
係
わ
っ
た
者
は
、
本
来
は
死
刑
で
あ
る
が

一
等
を
減
ぜ
ら
れ
て
流
罪
に
処
せ
ら
れ
た
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
心

メ
ン
バ
ー
約
二
十
名
の
う
ち
で
実
際
に
配
流
さ
れ
た
こ
と
の
判
明
す

る
者
は
五
名
で
あ
っ
て
、
七
名
は
拷
問
の
末
の
獄
死
、
七
名
は
首
謀

者
奈
良
麻
呂
を
含
め
て
不
明
と
な
っ
て
い
て
続
紀
は
何
も
語
ら
な
い
。

彼
ら
も
獄
死
あ
る
い
は
自
害
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
他
は
解
任
、

左
遷
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
青
木
和
夫
ほ
か
校
注
『
続
日
本

紀
三　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
（（
』
岩
波
書
店
・
一
九
九
二
年
・
五

一
九
頁
以
下
、
上
野
正
裕
『
日
本
古
代
王
権
と
貴
族
社
会
』
八
木
書

店
・
二
〇
二
三
年
、
等
を
参
照
の
こ
と
。

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

四
』（
名
例　
滋
賀

秀
三
（。
以
下
の
①
～
③
の
説
明
も
同
氏
に
よ
る
。
後
述
す
る
復
元

条
文
を
明
示
す
る
た
め
に
、
①
～
③
を
引
き
写
す
。

　

①
刑
を
減
ず
る
と
き
、
死
刑
と
流
刑
は
そ
れ
ぞ
れ
を
一
等
と
し
て

数
え
る
。
絞
・
斬
の
ど
ち
ら
か
ら
で
も
一
等
を
減
ず
れ
ば
流
三
千
里

と
な
り
、
流
二
千
里
・
三
千
里
・
及
び
加
役
流
ど
ち
ら
か
ら
で
も
一

等
を
減
ず
れ
ば
徒
三
年
と
な
る
。
刑
を
加
え
る
と
き
、
流
三
千
里
ま

で
は
通
例
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
加
え
て
死
刑
を
科
す
る
に
は
、

各
則
本
条
に
「
加
へ
て
死
に
入
る
」
と
い
う
明
文
が
あ
る
こ
と
を
必

要
と
す
る
。
明
文
が
な
い
限
り
、
加
重
は
流
三
千
里
を
も
っ
て
打
ち

切
り
と
す
る
。
ま
た
「
加
へ
て
死
に
入
る
」
と
い
う
文
だ
け
で
は
絞

を
科
す
る
に
と
ど
め
、「
斬
」
と
い
う
明
文
が
な
い
限
り
斬
は
科
さ

な
い
。
加
役
流
は
か
な
ら
ず
明
文
に
よ
っ
て
科
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ

て
、
加
減
計
算
の
目
盛
り
の
ひ
と
つ
と
し
て
は
数
え
ら
れ
な
い
。

　

②
「
加
ふ
る
も
の
は
数
満
ち
て
乃
ち
坐
す
。」
こ
れ
は
刑
の
加
減

自
体
で
は
な
く
、
量
刑
の
基
礎
と
な
る
何
ら
か
の
数
両
の
数
え
方
に

つ
い
て
の
定
め
で
あ
る
。
法
が
或
る
数
量
を
犯
罪
の
成
立
も
し
く
は

刑
の
加
重
の
要
件
と
し
て
定
め
て
い
る
と
き
、
要
件
を
満
た
さ
な
い

数
量
の
端
下
は
全
て
こ
れ
を
切
り
捨
て
て
、
一
切
問
題
と
し
な
い
と

い
う
原
則
で
あ
る
。

　

③
徒
半
年
に
つ
い
て
。
徒
半
年
と
い
う
刑
は
二
十
等
の
目
盛
り
の

中
に
存
在
し
な
い
け
れ
ど
も
、
誣
告
反
坐
（
闘
（（
（
や
官
司
出
入
人

罪
（
断
（9
（、
自
首
不
実
不
盡
（
名
（7
（
等
に
お
い
て
差
し
引
き
計

算
の
結
果
と
し
て
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
よ
っ
て
本
条
に
そ
の
位
置

付
け
を
定
め
て
、
こ
れ
を
杖
一
百
と
等
し
い
重
さ
の
も
の
と
す
る
。

す
で
に
相
等
し
い
の
で
あ
る
か
ら
「
加
杖
」
す
な
わ
ち
徒
役
を
杖
に

換
え
る
必
要
が
あ
る
と
き
は
杖
一
百
と
す
れ
ば
よ
い
し
、
徒
半
年
か
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ら
一
等
を
減
ず
れ
ば
杖
九
十
と
な
る
。
両
者
の
贖
銅
は
と
も
に
十
斤

で
あ
っ
て
相
等
し
い
こ
と
が
、
こ
の
規
定
の
合
理
性
を
裏
付
け
る
で

あ
ろ
う
。

（
（
（　

養
老
律
疏
文
「
不
加
至
斬
」
の
存
在
に
関
し
て
は
、
井
上
光

貞
・
吉
田
孝
「
書
評　

律
令
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令　

二
・
三

　

律
本
文
篇
上
巻
・
下
巻
』」
吉
田
孝
『
続　

律
令
国
家
と
古
代
の

社
会
』
岩
波
書
店
・
二
〇
一
八
年
、
所
収
、
に
指
摘
が
あ
る
。
た
だ

し
、
こ
の
書
評
で
は
養
老
律
の
逸
文
に
つ
い
て
の
指
摘
が
あ
る
だ
け

で
（
前
掲
書
・
三
五
四
頁
（、
前
述
し
た
大
宝
律
の
復
元
（
疏
文

「
不
加
至
斬
」
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
前
の
「
加
入
絞
者
。」
も
大
宝
・

養
老
律
の
疏
に
存
在
し
た
。（
に
追
及
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

5
　
衛
禁
律
初
条

　

唐
衛
禁
律
（
闌
入
太
廟
門
条
に
は
、

諸
闌
入
太
廟
門
及
山
陵
兆
域
門
者
。
徒
二
年
。〈
闌
。
謂
不
応
入
而
入

者
。〉
越
垣
者
。
徒
三
年
。

太
社
。
各
減
一
等
。
守
衛
不
覚
。
減
二
等
。〈
守
衛
。
謂
持
時
専
当

者
。〉
主
帥
。
又
減
一
等
。〈
主
帥
。
謂
親
監
当
者
。〉
故
縦
者
。
各
與

同
罪
。〈
余
条
守
衛
及
監
門
。
各
準
此
。〉

と
あ
る
の
に
対
し
て
、
我
が
養
老
衛
禁
律
（
逸
文
（
は
こ
れ
を
二
カ

条
に
分
け
て
、
一
つ
目
は
、

凡
闌
入
大
社
門
者
。
徒
一
年
。〈
闌
。
謂
不
応
入
而
入
者
。〉
越
垣
者
。

徒
二
年
。
中
社
小
社
。
各
逓
減
三
等
。
神
部
不
覚
。
減
二
等
。
監
神
。

又
減
一
等
。
故
縦
者
。
各
與
同
罪
。

と
し
、
二
つ
目
は
、

凡
闌
入
山
陵
兆
域
門
者
。
笞
五
十
。
越
垣
者
。
杖
一
百
。
陵
戸
不
覚
。

減
二
等
。〈
謂
。
専
当
者
。〉
公
卿
。
又
減
一
等
。〈
謂
親
監
当
者
。〉
故

縦
者
。
各
與
同
罪
。

と
し
て
い
る
。
こ
の
養
老
律
の
復
元
は
、
滝
川
氏
が
戦
前
に
「
律

逸
々
」
と
い
う
論
文
で
報
告
さ
れ
、
さ
ら
に
佐
藤
進
一
氏
が
「
律
逸

拾
遺
」（
史
学
雑
誌
五
八
―
四
（
に
お
い
て
、
ま
た
利
光
三
津
夫
氏

が
「
養
老
律
本
文
の
探
求
」（『
律
の
研
究
』（
及
び
「
稿
本
「
倭
漢

比
較
律
疏
」
に
つ
い
て
」（『
続　

律
令
制
と
そ
の
周
辺
』
二
〇
二

頁
（
な
ど
に
お
い
て
、
諸
書
か
ら
逸
文
を
拾
い
、
成
し
た
も
の
で
あ

る
。
逸
文
に
よ
る
復
元
で
あ
る
か
ら
、
よ
ほ
ど
し
っ
か
り
し
た
逸
文

収
集
を
、
多
様
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
言
う
を
ま

た
な
い
が（（
（

、
逸
文
に
は
そ
れ
自
体
に
誤
写
が
存
在
す
る
場
合
が
あ
る

こ
と
は
否
め
な
い
。
た
と
え
ば
、
二
つ
目
の
「
公
卿
」
な
ど
は
明
ら

か
に
お
か
し
い
。
唐
律
に
は
「
主
帥
」
と
あ
る
の
を
養
老
律
逸
文
に

よ
っ
て
「
公
卿
」
に
復
元
し
て
い
る
の
は
、
誤
り
と
判
断
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
お
そ
ら
く
は
主
帥
の
崩
し
字
を
誤
写
し
た
結
果
、
公
卿
と

誤
記
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る（（
（

。



法学研究 97 巻 4 号（2024：4）

96

　
と
こ
ろ
で
、
唐
律
に
「
太
社
」
と
あ
る
の
は
養
老
律
の
「
大
社
」

と
は
似
て
非
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
滝
川
氏
の
指
摘
す
る
と
お
り

で
あ
る
。
こ
の
点
は
氏
の
論
文
を
参
照
さ
れ
た
く
思
う
の
で
深
く
は

述
べ
な
い（（
（

。

　
こ
の
よ
う
に
唐
の
衛
禁
律
初
条
を
養
老
律
は
二
条
に
分
か
っ
て
、

「
闌
入
大
社
門
者
。
徒
一
年
。〈
闌
。
謂
不
応
入
而
入
者
。〉
越
垣
者
。

徒
二
年
。
中
社
小
社
。
各
逓
減
三
等
。」
を
始
め
に
お
き
、「
闌
入
山

陵
兆
域
門
者
。
笞
五
十
。
越
垣
者
。
杖
一
百
。」
を
第
二
条
に
お
い

た
。
そ
れ
は
「
大
社
」
と
い
う
も
の
の
重
み
が
、
唐
の
太
廟
や
山
陵

兆
域
と
は
異
な
り
、
同
列
に
は
扱
え
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
唐
律
で
は
「
太
廟
門
及
山
陵
兆
域
門
」
へ
の
闌
入
は
「
徒
二
年
」

で
等
し
い
の
に
対
し
て
「
太
社
」
へ
の
闌
入
は
「
減
一
等
」
と
い
う

扱
い
で
あ
る
。
一
方
、
養
老
律
で
は
山
陵
兆
域
門
に
闌
入
す
る
罪
は

「
笞
五
十
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
大
社
門
に
闌
入
す
る
罪
は
「
徒

一
年
」
と
重
く
な
っ
て
い
る
。
我
が
「
大
社
」
は
天
皇
家
の
宗
廟
た

る
と
こ
ろ
の
伊
勢
神
宮
を
指
す
ゆ
え
、
格
段
の
取
り
扱
い
で
あ
っ
た
。

　
で
は
、
こ
の
衛
禁
律
初
条
を
唐
律
の
よ
う
に
一
カ
条
で
あ
っ
た
も

の
を
、
継
受
の
際
に
二
カ
条
に
分
か
つ
と
い
う
仕
法
は
い
つ
か
ら
始

ま
っ
た
の
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
大
宝
律
編
纂
時
か
ら
で
あ
っ
た
と

思
う
。

　
大
宝
律
実
施
直
後
の
、
大
宝
二
年
七
月
癸
酉
（
八
日
（
条
の
続
紀

の
記
事
に
、

伊
勢
大
神
宮
封
物
者
是
神
御
之
物
、
宜
准
供
神
事
、
勿
令
濫
穢
、

と
あ
る
。
伊
勢
大
神
宮
す
な
わ
ち
大
社
で
あ
る
こ
と
、
い
う
を
待
た

な
い
。

　
大
宝
律
に
お
け
る
大
社
の
位
置
付
け
は
、
本
稿
の
名
例
律
や
衛
禁

律
、
賊
盗
律
の
復
元
に
お
い
て
、
各
項
目
で
論
じ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
衛
禁
律
初
条
の

凡
闌
入
大
社
門
者
。
徒
一
年
。〈
闌
。
謂
不
応
入
而
入
者
。〉
越
垣
者
。

徒
二
年
。
中
社
小
社
。
各
逓
減
三
等
。

と
い
う
が
ご
と
き
条
文
が
大
宝
律
に
お
い
て
存
在
し
た
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。「
徒
一
年
」
と
い
う
量
刑
の
存
否
に
つ
い
て
は
不
分
明
で

あ
る
。

　
し
か
ら
ば
第
二
条
も
お
の
ず
と
推
測
が
成
り
立
つ
で
あ
ろ
う
。

 

（
1
（　
こ
の
外
、
平
戸
記
、
寛
元
三
年
四
月
十
四
日
条
に
見
え
る
「
案

衛
禁
律
闌
入
大
社
之
文
立
此
義
」
と
い
う
史
料
も
有
益
で
あ
ろ
う
。

（
2
（　
利
光
「
大
宝
・
養
老
律
叢
残
続
貂
」『
続
　
律
令
制
と
そ
の
周

辺
』
慶
應
通
信
・
一
九
七
三
年
・
二
〇
頁
以
下
、
に
も
伝
写
の
誤
り

の
可
能
性
と
の
指
摘
が
あ
る
。

（
（
（　
滝
川
・
前
掲
「
律
と
大
嘗
祭
」『
律
令
と
大
嘗
祭
』
一
〇
八
頁

以
下
。
な
お
滝
川
氏
は
唐
律
の
太
社
を
大
社
と
誤
っ
て
い
る
が
、
正

確
に
は
太
社
で
あ
る
。
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6
　
職
制
律
10
祭
祀
朝
会
侍
衛
条

　

養
老
職
制
律
（0
当
該
条
に
は
、

 
凡
祭
祀
及
朝
会
侍
衛
。
行
事
失
錯
。
及
違
失
儀
式
者
。
笞
四
十
。〈
謂
。

言
辞
誼
囂
。
坐
立
怠
慢
。
乖
衆
者
乃
坐
。〉
応
集
而
主
司
不
告
。
及

告
而
不
至
者
。
各
笞
五
十
。

（
凡
祭
祀
及
び
朝
会
・
侍
衛
、
行
事
失
錯
し
、
及
び
儀
式
に
違
失
せ
ら

ば
、
笞
四
十
。〈
謂
は
く
、
言
辞
誼
囂
（
く
わ
ん
ご
う
（・
坐
立
怠
慢
に

し
て
。
衆
を
乖
（
そ
む
（
け
ら
ば
、
乃
し
坐
す
。〉
集
む
べ
く
し
て

主
司
告
げ
ず
、
及
び
告
げ
て
至
ら
ず
ば
、
各
々
笞
五
十
。（

と
あ
る
。
祭
祀
な
ど
行
事
に
失
錯
が
あ
り
、
儀
式
に
違
失
し
た
場
合
、

違
犯
す
る
官
人
は
笞
四
十
の
刑
を
も
っ
て
断
ぜ
ら
れ
、
贖
銅
四
斤
を

徴
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
違
犯
に
対
し
て
、
法
的
制

裁
が
加
え
ら
れ
る
。
単
に
礼
法
上
の
規
範
で
は
な
い（（
（

。

　

大
宝
律
施
行（（
（

の
あ
と
の
祭
祀
、
儀
式
な
ど
に
違
失
の
記
事
は
、
多

く
は
職
制
律
（0
当
該
条
文
に
係
わ
り
が
あ
っ
て
、
大
宝
律
の
存
在
形

態
を
う
か
が
う
上
で
、
重
要
な
史
料
と
な
る
。

　

と
く
に
、
天
皇
の
即
位
式
は
権
力
機
構
の
頂
点
に
君
臨
す
る
地
位

に
就
く
儀
式
で
あ
っ
て
、
厳
粛
な
儀
礼
が
と
も
な
う
の
は
勿
論
の
こ

と
で
あ
る
。
す
で
に
持
統
天
皇
の
即
位
式
に
お
い
て
取
り
上
げ
た
よ

う
に
、
忌
部
が
皇
位
の
象
徴
で
あ
る
神
璽
の
鏡
剣
を
、
天
皇
に
奉
呈

す
る
儀
式
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
文
武
天
皇
ま
で
の
大
嘗
祭
は
、
飛
鳥
浄
御
原
律
施
行
下
で

の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
次
の
元
明
天
皇
の
即
位
時
に
は
、
前
の
文
武

天
皇
死
去
の
九
日
後
に
新
天
皇
が
万
機
を
摂
す
る
こ
と
を
宣
し
た
。

そ
し
て
そ
の
二
十
日
後
に
即
位
す
る
に
至
っ
た
。

　

更
に
、
聖
武
天
皇
が
譲
位
し
て
孝
謙
天
皇
が
即
位
し
た
時
は
、
譲

位
の
詔
と
、
即
位
の
詔
と
が
同
日
に
記
載
さ
れ
て
い
る（（
（

。
い
ず
れ
に

し
ろ
、
即
位
に
当
た
っ
て
は
詔
が
出
さ
れ
る
。
即
位
と
践
祚
の
区
別

は
、
文
武
天
皇
以
後
、
な
さ
れ
て
い
な
い
。
即
位
の
儀
式
は
大
極
殿

で
執
行
さ
れ
、
そ
の
時
に
詔
が
発
布
さ
れ
る
。

　

元
明
天
皇
の
即
位
は
続
紀
、
慶
雲
四
（
七
〇
七
（
年
七
月
壬
子

（
十
七
日
（
条
に
記
さ
れ
、
即
位
の
詔
が
続
紀
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

大
嘗
祭
（
践
祚
大
嘗
祭
（
は
和
銅
元
（
七
〇
八
（
年
十
一
月
己
卯

（
二
十
一
日
（
に
行
わ
れ
た
。

　

母
の
元
明
天
皇
か
ら
皇
位
を
譲
ら
れ
た
草
壁
皇
子
の
皇
女
で
あ
る

元
正
天
皇
は
、
霊
亀
元
（
七
一
五
（
年
九
月
庚
辰
（
二
日
（
に
即
位

し
た
。
即
位
詔
で
和
銅
を
霊
亀
と
改
元
し
た
。
大
嘗
祭
（
践
祚
大
嘗

祭
（
は
霊
亀
二
年
十
一
月
辛
卯
（
十
九
日
（
に
行
わ
れ
た
。

　

養
老
八
（
七
二
四
（
年
二
月
、
元
正
天
皇
は
聖
武
天
皇
に
譲
位
し
、

神
亀
元
（
七
二
四
（
年
二
月
甲
午
（
四
日
（
に
即
位
し
た
。
ま
た
同

時
に
改
元
さ
れ
た
。
聖
武
即
位
の
日
長
屋
王
は
故
藤
原
不
比
等
の
後

を
継
ぎ
左
大
臣
に
昇
進
し
た
。
大
嘗
祭
（
践
祚
大
嘗
祭
（
は
同
年
十
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一
月
己
卯
（
二
十
三
日
（
に
行
わ
れ
た
。

　

以
上
、
主
要
君
主
の
即
位
式
、
及
び
大
嘗
祭
に
触
れ
た
。

　

そ
れ
が
ゆ
え
に
、
祭
祀
な
ど
の
行
事
に
お
け
る
失
錯
、
儀
式
に
お

け
る
違
失
が
あ
っ
た
場
合
、
違
犯
し
た
官
人
は
処
罰
を
受
け
る
と
い

う
条
文
が
、
大
宝
律
に
も
設
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

 

（
（
（　

雑
律
逸
文
に
は
「
凡
違
令
者
。
笞
五
十
。
謂
。
令
有
禁
制
。
律

無
罪
名
者
。
別
式
減
一
等
。」
と
あ
っ
て
、
違
式
の
罪
の
笞
四
十
と

符
合
す
る
。
ゆ
え
に
雑
律
の
別
式
は
、
式
と
儀
式
と
を
含
ん
だ
も
の

と
解
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
（
（　

大
宝
律
の
施
行
に
関
し
て
は
二
段
階
あ
っ
て
、
①
は
京
・
畿
内

実
施
が
続
紀
、
大
宝
二
年
二
月
戌
戌
朔
条
に
「
始
頒
新
律
於
天
下
」

と
あ
る
記
事
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
②
は
全
国
的
実
施

が
続
紀
、
大
宝
二
年
十
月
戌
申
条
に
「
頒
下
新
律
令
于
天
下
諸
国
」

と
あ
る
記
事
に
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
こ
の
点
を
念

頭
に
お
い
て
大
宝
律
の
形
跡
を
続
紀
な
ど
の
記
事
か
ら
取
り
出
し
て

復
元
を
試
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
（
（　

譲
位
と
即
位
は
同
じ
日
で
あ
っ
た
が
、
前
天
皇
（
聖
武
（
を
太

上
天
皇
と
記
す
と
い
う
異
例
が
見
ら
れ
る
。

7
　
職
制
律
12
合
和
御
薬
条

　

唐
職
制
律
（（
当
該
条
に
は
、

諸
合
和
御
薬
。
誤
不
如
本
方
。
及
封
題
誤
者
。
医
絞
。
料
理
揀
擇
不
精

者
。
徒
一
年
。
未
進
御
者
。
各
減
一
等
。
監
当
官
司
。
各
減
医
一
等
。

〈
余
条
未
進
御
。
及
監
当
官
司
。
並
准
此
。〉

と
あ
り
、
養
老
職
制
律
（（
当
該
条
に
は
、

凡
合
和
御
薬
。
誤
不
如
本
方
。
及
封
題
誤
者
。
医
徒
三
年
。
料
理
簡
擇

不
精
者
。
杖
六
十
。
未
進
御
者
。
各
減
一
等
。
監
当
官
司
。
各
減
医
一

等
。〈
余
条
未
進
御
。
及
監
当
官
司
。
並
准
此
。〉

（
凡
そ
御
薬
を
合
和
す
る
に
、
誤
ち
て
本
方
の
ご
と
く
に
せ
ず
。
及
び

封
題
誤
て
ら
ば
、
医
は
徒
三
年
。
料
理
・
簡
擇
、
精
し
く
せ
ず
は
、
杖

六
十
。
御
に
進
ら
ず
は
、
各
一
等
減
せ
よ
。
監
当
の
官
司
は
、
各
医
に

一
等
減
せ
よ
。〈
余
の
条
の
御
に
進
ら
ざ
む
。
及
び
監
当
の
官
司
も
、

並
に
此
に
准
へ
よ
。〉（

と
あ
る
。
こ
の
条
項
は
、
天
皇
の
服
す
る
薬
の
調
合
を
間
違
え
た
場

合
の
処
罰
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
薬
の
調
合
を
誤
っ
た
り
、
合
成

し
た
薬
の
使
用
法
等
の
説
明
書
を
誤
っ
た
場
合
は
大
不
敬
に
当
た
り
、

厳
し
い
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
唐
律
で
は
絞
罪
に
処
せ
ら
れ
、

養
老
律
で
は
徒
三
年
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
大
宝
律
で
は
そ
の
量
刑

ま
で
は
知
り
得
な
い
が
、
当
該
条
の
冒
頭
の
条
項
に
見
え
る
「
合
和

御
薬
。
誤
不
如
本
方
。
及
封
題
誤
者
。」
は
、
条
文
復
元
が
可
能
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
そ
の
存
在
は
推
測
さ
れ
る
、
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
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復
元
語
句
と
し
て
も
差
し
支
え
な
い
と
考
え
る
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
名
例
律
八
虐
条
第
六
の
大
不
敬
の
項
の
復
元
に
こ

れ
ま
で
用
い
ら
れ
て
き
た
政
事
要
略
巻
八
二（（
（

に
「
古
答
云
、（
中
略
（

合
和
御
薬
。
誤
不
如
本
方
。
及
封
題
誤
者
。」
と
引
か
れ
た
一
文
が

あ
っ
て（（
（

、
大
宝
律
令
の
注
釈
書
で
あ
る
古
答
に
こ
れ
が
見
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。
名
例
律
で
は
犯
罪
行
為
を
記
し
、
こ
れ
に
該
当
す
る
処

罰
規
定
は
職
制
律
に
載
せ
、
双
方
の
文
言
に
差
異
・
矛
盾
が
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

　

従
前
の
律
令
制
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
で
は
こ
の
史

料
に
よ
っ
て
、
単
に
条
文
の
存
在
の
推
測
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
た

が
（
（
（

、
こ
れ
を
一
歩
進
め
て
語
句
の
復
元
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

ま
た
そ
の
疏
文
「
合
和
御
薬
（
下
略
（」
の
存
在
も
推
測
で
き
よ

う
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
宝
律
当
該
条
規
の
復
元
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、

他
の
律
篇
目
に
も
復
元
の
可
能
性
が
波
及
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
養
老
雑
律
7
医
為
人
合
薬
条
に
、

（
凡
（
医
為
人
合
薬
。
及
題
疏
針
刺
。
誤
不
如
本
方
。
殺
人
者
。
徒
一

年
。（
後
略
（

（
凡
そ
医
、
人
の
為
に
薬
を
合
し
、
及
び
題
疏
・
針
刺
す
る
に
、
誤
ち

本
方
の
如
く
せ
ず
、
人
を　

殺
し
た
る
者
は
、
徒
一
年
。（
後
略
（（

 

（
題
疏
と
は
、
薬
の
名
称
を
題
書
す
る
こ
と
（

と
あ
る
条
文
に
相
応
す
る
大
宝
雑
律
7
医
為
人
合
薬
条
の
復
元
も
で

き
る
で
あ
ろ
う
（
量
刑
は
不
明
（。

　

ま
た
同
じ
く
、
名
例
律
（
八
虐
第
六
大
不
敬
の
項
の
注
文
「
封
題

誤
」
に

謂
依
方
合
訖
。
封
題
有
誤
。
若
以
丸
為
散
。
応
令
言
熱
之
類
。

と
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
大
宝
律
当
該
条
疏
も
復
元
が
で
き
る

と
思
う
。
こ
れ
ら
は
名
例
律
（
・
雑
律
7
で
も
述
べ
た
。

 

（
（
（　

国
史
大
系
本
・
六
五
六
頁
。

（
（
（　

利
光
・
前
掲
「
大
宝
律
考
」
三
二
頁
以
下
。

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
二
九
四
頁
以

下
。
元
稿
は
、
小
林
宏
「
律
条
拾
葉
」『
国
学
院
法
学
』
第
十
一
巻

第
二
号
、
の
ち
に
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
『
日
本
律
復
原

の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
に
収
載
。

8
　
職
制
律
13
造
御
膳
誤
犯
食
禁
条

　

唐
職
制
律
（（
当
該
条
に
は
、

諸
造
御
膳
。
誤
犯
食
禁
者
。
主
食
絞
。
若
穢
悪
之
物
。
在
食
飲
中
。
徒

二
年
。
揀
擇
不
精
。
及
進
御
不
時
。
減
二
等
。
不
品
甞
者
。
杖
一
百
。

と
あ
り
、
養
老
職
制
律
（（
当
該
条
に
は
、

 

凡
造
御
膳
。
誤
犯
食
禁
者
。
典
膳
徒
三
年
。
若
穢
悪
之
物
。
在
食
飲
中
。
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杖
一
百
。
簡
擇
不
精
。
減
二
等
。
不
品
甞
者
。
杖
六
十
。

（
凡
そ
御
膳
を
造
る
が
、
誤
ち
て
食
禁
を
犯
せ
ら
ば
、
典
膳
は
徒
三
年
。

若
し
穢
悪
の
物
、
食
飲
の
中
に
在
ら
ば
、
杖
一
百
。
簡
擇
精
し
く
せ
ず

ば
、
二
等
を
減
せ
よ
。
品
甞
せ
ず
は
、
杖
六
十
。（

と
あ
る
。
こ
の
条
項
は
、
天
皇
の
食
す
る
膳
の
造
り
方
を
誤
っ
た
場

合
の
処
罰
規
定
を
定
め
て
い
る
。

　

食
に
関
す
る
禁
忌
、
食
い
合
わ
せ
を
誤
っ
た
り
し
た
場
合
は
、
大

不
敬
に
当
た
り
、
厳
し
い
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
、
唐
律
で
は
絞

罪
に
処
せ
ら
れ
、
養
老
律
で
は
職
員
は
徒
三
年
に
科
せ
ら
る
。
穢
悪

の
も
の
を
食
飲
の
な
か
に
入
れ
た
場
合
は
唐
律
で
は
徒
二
年
、
養
老

律
で
は
杖
一
百
の
罰
則
と
な
る
。

　

大
宝
律
で
は
そ
の
量
刑
ま
で
は
知
り
得
な
い
が
、
当
該
条
の
冒
頭

の
条
項
に
見
え
る
「
造
御
膳
。
誤
犯
食
禁
」
は
復
元
が
可
能
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
。

　

な
ぜ
な
ら
ば
、
八
虐
条
第
六
の
大
不
敬
の
項
の
復
元
に
こ
れ
ま
で

用
い
ら
れ
て
き
た
政
事
要
略
巻
八
二（（
（

に
「
古
答
云
、（
中
略
（
造
御

膳
。
誤
犯
食
禁
者
。」
と
引
か
れ
た
一
文
が
あ
る
か
ら
で
あ
る（（
（

。

　

大
宝
律
令
の
注
釈
書
で
あ
る
古
答
に
こ
の
語
句
が
引
用
さ
れ
て
い

る
ゆ
え
、
犯
罪
行
為
を
列
示
す
る
名
例
律
の
条
項
と
連
関
し
て
そ
の

処
罰
規
定
を
掲
げ
る
職
制
律
に
も
同
様
の
律
文
が
存
在
し
た
と
推
考

し
う
る
。
従
っ
て
そ
れ
は
大
宝
律
の
逸
文
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。
従

前
の
律
令
制
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
は
、
単
に
条
文
の

存
在
の
推
測
に
止
ま
る
と
し
て
き
た
が（（
（

、
そ
れ
だ
け
で
な
く
語
句
の

復
元
の
レ
ベ
ル
に
上
げ
て
よ
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
そ
れ
に
伴
い
そ
の
疏
文
「
謂
造
御
膳
者
」
云
々
の
存
在
も
推

測
で
き
よ
う
。

 

（
（
（　

国
史
大
系
本
・
六
五
六
頁
。

（
（
（　

利
光
・
前
掲
「
大
宝
律
考
」
三
二
頁
以
下
。

（
（
（　

律
令
制
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
二
九
六
頁

以
下
。
元
稿
は
、
小
林
宏
・
前
掲
「
律
条
拾
葉
」
国
学
院
大
学
日
本

文
化
研
究
所
編
『
日
本
律
復
原
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
、
に
収
載
。

9
　
職
制
律
14
御
幸
舟
船
条

　

唐
職
制
律
（（
当
該
条
に
は
、

諸
御
幸
舟
船
。
誤
不
牢
固
者
。
工
匠
絞
。〈
工
匠
各
以
所
由
為
首
。〉
若

不
整
飾
。
及
闕
少
者
。
徒
二
年
。

と
あ
り
、
養
老
職
制
律
（（
当
該
条
に
は
、

 

凡
御
幸
舟
船
。
誤
不
牢
固
者
。
工
匠
徒
三
年
。〈
工
匠
各
以
所
由
為

首
。〉
若
不
整
飾
。
及
闕
少
者
。
徒
一
年
。

（
凡
そ
御
幸
の
舟
船
、
誤
ち
て
牢
く
固
く
せ
ず
は
、
工
匠
は
徒
三
年
。

〈
工
匠
は
、
各
所
由
を
も
っ
て
首
と
為
よ
。〉
若
し
整
へ
飾
ら
ず
、
及
び
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闕
少
せ
ら
ば
、
徒
一
年
。（

と
あ
る
。

　

こ
の
条
項
は
、
天
皇
の
乗
る
舟
船
の
造
り
方
を
間
違
っ
た
場
合
、

処
罰
を
う
け
る
き
ま
り
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
徒
三
年
の
罰
と
と

も
に
、
大
不
敬
と
な
る
。
牢
固
で
な
い
原
因
を
つ
く
っ
た
工
匠
は
主

犯
と
な
る
。

　

大
宝
律
の
量
刑
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
当
該
条
の
冒
頭
に

見
え
る
「
御
幸
舟
船
。
誤
不
牢
固
」
は
復
元
で
き
る
と
考
え
る
。
こ

れ
迄
は
そ
の
存
在
が
推
測
さ
れ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
復
元

可
能
な
語
句
と
推
断
し
て
よ
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
八
虐
条
第
六
の
大

不
敬
の
項
の
復
元
に
こ
れ
ま
で
用
い
ら
れ
て
き
た
政
事
要
略
巻
八
二（（
（

に
古
答
云
、（
中
略
（
造
御
舟
船
。
誤
不
牢
固
。

と
い
う
一
文
が
あ
る
か
ら
で
あ
る（（
（

。

　

大
宝
律
令
の
注
釈
書
古
答
に
こ
の
一
文
が
見
ら
れ
る
の
で
大
宝
律

の
逸
文
と
考
え
て
間
違
い
な
い
。
こ
れ
迄
律
令
制
研
究
会
編
『
譯
註

日
本
律
令　

二
』
は
、
こ
の
一
文
を
拠
に
し
て
、
単
に
条
文
の
存
在

の
推
測
に
止
ま
る
と
し
て
き
た（（
（

。

　

ま
た
そ
の
疏
文
「
謂
皇
帝
所
幸
舟
船
」
云
々
の
存
在
も
推
測
で
き

よ
う
。

 

（
（
（　

国
史
大
系
本
・
六
五
六
頁
。

（
（
（　

利
光
・
前
掲
「
大
宝
律
考
」。

（
（
（　

律
令
制
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
二
九
七
頁

以
下
。
元
稿
は
、
小
林
宏
・
前
掲
「
律
条
拾
葉
」。

10
　
職
制
律
22
詔
書
施
行
而
違
条

　

大
宝
律
令
が
法
的
効
力
を
も
っ
て
い
た
天
平
宝
字
元
年
六
月
乙
酉

（
九
日
（
条
の
続
紀
の
記
事
に
、
藤
原
仲
麻
呂
に
反
対
す
る
勢
力
の

不
穏
な
動
き
察
知
し
た
仲
麻
呂
政
権
側
が
、
そ
れ
を
封
じ
る
命
令
を

「
制
勅
五
条
」
と
し
て
出
し
て
い
る
。

 

制
勅
五
条
、
諸
氏
長
等
、
或
不
預
公
事
、
恣
集
己
族
。
自
今
以
後
、
不

得
更
然
。〈
其
一
〉。
王
臣
馬
数
、
依
格
有
限
。
過
此
以
外
、
不
限
蓄
馬
。

〈
其
二
〉。
依
令
、
随
身
之
兵
、
各
有
儲
法
。
過
此
以
外
、
亦
不
得
蓄
。

〈
其
三
〉。
除
武
官
以
外
、
不
得
京
裏
持
兵
、
前
已
禁
断
。
然
猶
不
止
。

宜
告
所
司
固
加
禁
断
。〈
其
四
〉。
京
裏
二
十
騎
已
上
、
不
得
集
行
。

〈
其
五
〉。
宜
告
所
司
厳
加
禁
断
。
若
有
犯
者
、
科
違
勅
罪
。

（
勅
五
条
を
制
し
て
の
た
ま
わ
く
、「
諸
の
氏
長
ら
、
或
は
公
事
に
預
ら

ず
し
て
、
恣
に
己
が
族
を
集
む
。
今
よ
り
以
後
、
更
に
然
す
る
こ
と
を

得
ざ
れ
。〈
其
の
一
〉。
王
臣
の
馬
の
数
は
、
格
に
依
る
に
限
り
有
り
。

此
を
過
ぐ
る
以
外
に
馬
を
蓄
ふ
こ
と
得
ざ
れ
。〈
其
二
〉。
令
に
依
る
に
、

随
身
の
兵
、
各
儲
法
有
り
。
此
を
過
ぐ
る
以
外
に
亦
蓄
ふ
る
こ
と
得
ざ

れ
。〈
其
の
三
〉。
武
官
を
除
く
以
外
、
京
の
裏
に
兵
を
持
つ
こ
と
得
ぬ
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は
、
前
に
已
に
禁
断
め
り
。
然
も
猶
止
ま
ず
。
所
司
に
告
げ
て
固
く
禁

断
を
加
ふ
べ
し
。〈
其
の
四
〉。
京
の
裏
を
二
十
騎
已
上
、
集
り
行
く
こ

と
得
ざ
れ
。〈
其
の
五
〉。
所
司
に
告
げ
て
厳
し
く
禁
断
を
加
ふ
べ
し
。

若
し
犯
す
者
有
ら
ば
、
違
勅
の
罪
を
科
せ
。」
と
の
た
ま
ふ
。（

　

こ
の
文
の
末
尾
に
、

宜
告
所
司
厳
加
禁
断
。
若
有
犯
者
、
科
違
勅
罪
。

と
あ
っ
て
、
違
勅
罪
を
科
す
旨
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。

　

違
勅
罪
は
、
養
老
職
制
律
（（
詔
書
施
行
而
違
条
に
、

凡
被
詔
書
。
有
所
施
行
而
違
者
。
徒
二
年
。
失
錯
者
。
杖
八
十
。〈
失

錯
。
謂
失
其
旨
。〉

（
凡
そ
詔
書
を
被
り
て
施
行
す
る
所
有
ら
む
、
而
る
を
違
へ
ら
ば
、
徒

二
年
。
失
錯
せ
ら
ば
、
杖
八
十
。〈
失
錯
と
い
う
は
、
謂
は
く
、
其
の

旨
を
失
へ
る
を
い
ふ
。〉（

と
あ
っ
て
、
詔
書
を
施
行
す
る
際
そ
の
趣
旨
と
違
っ
た
場
合
の
処
罰

規
定
を
い
う
の
だ
が
、
通
常
、
こ
れ
に
罪
を
適
用
す
る
も
の
と
見
な

さ
れ
る（（
（

。
異
説
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
考
え
方
で
よ
か
ろ
う
と
思

う
。
職
制
律
（（
当
該
条
は
こ
れ
迄
大
宝
律
条
文
は
未
発
見
で
あ
っ
た
。

こ
こ
に
一
歩
を
進
め
得
た
と
考
え
る
。

 

（
（
（　

違
勅
罪
は
、
一
般
に
職
制
律
（（
詔
書
施
行
而
違
条
を
適
用
す
る

と
い
う
説
は
、
古
く
は
令
宗
允
亮
の
政
事
要
略
（
平
安
中
期
（
や
、

坂
上
明
兼
、
坂
上
明
基
ら
の
法
曹
至
要
抄
（
平
安
末
期
～
鎌
倉
初

期
（
な
ど
の
法
曹
書
に
説
か
れ
て
い
る
。
ま
た
国
史
大
系
・
続
左
丞

抄
第
三
「
職
制
律
云
、
故
違
詔
勅
者
徒
二
年
」
も
参
照
。
な
お
、
長

又
高
夫
『
中
世
法
書
と
明
法
道
の
研
究
』
汲
古
書
院
・
二
〇
二
〇
年
、

瀬
賀
正
博
『
日
本
古
代
律
令
学
の
研
究
』
汲
古
書
院
・
二
〇
二
一
年

を
参
照
の
こ
と
。

11
　
職
制
律
40
在
外
長
官
使
人
有
犯
条

　

職
制
律
（0
当
該
条
文
は
、
在
外
の
長
官
や
使
人
が
罪
を
犯
し
た
場

合
の
処
置
に
つ
い
て
規
定
を
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
違
犯
し
た
場

合
の
罪
を
規
定
し
て
い
る
。

　

大
宝
職
制
律
（0
当
該
条
は
、
古
記
か
ら
逸
文
が
拾
わ
れ
、
復
元
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
唐
律
当
該
条
本
文
は
、

諸
在
外
長
官
及
使
人
。
於
使
処
有
犯
者
。
所
部
属
官
等
。
不
得
即
推
。

皆
須
申
上
聴
裁
。
若
犯
当
死
罪
。
留
身
待
報
。
違
者
。
各
減
所
犯
罪
四

等
。 

（
傍
線
部
は
筆
者
（

（
諸
て
在
外
の
長
官
、
及
び
使
人
使
い
す
る
処
に
於
い
て
犯
す
こ
と
あ

る
も
の
は
、
所
部
の
属
官
等
、
即
ち
に
推
す
る
こ
と
を
得
ず
。
皆
な
須

く
申
上
し
て
裁
を
聴
く
べ
し
。
若
し
犯
す
こ
と
死
罪
に
当
た
ら
ば
、
留

身
し
て
報
を
待
つ
。
違
ふ
も
の
は
。
各
々
犯
す
と
こ
ろ
の
罪
に
四
等
を

減
ず
。（
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と
あ
る
が
、
前
掲
の
『
譯
註
日
本
律
令
二
』
律
本
文
篇
上
巻
で
は
、

こ
の
条
項
の
う
ち
大
宝
律
が
復
元
で
き
る
箇
所
（
本
文
（
は
、
傍
線

部
の
「
在
外
長
官
」「
有
犯
」「
所
部
属
官
等
。
不
得
即
（
輒
（
推
」

「
申
上
聴
裁
」「
犯
当
死
罪
。
留
身
待
報
。」
な
ど
を
指
摘
す
る（（
（

。

　

と
こ
ろ
が
、
吉
田
孝
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に（（
（

、
こ
れ
ら
の
復
元
文

の
す
べ
て
が
、
選
敍
令
集
解
、
在
外
身
死
条（（
（

の

古
記
云
。
跡
云
。
穴
云
。
…
職
制
律
云
。
在
外
長
官
有
犯
。
所
部
属
官

等
。
不
得
輒
推
。
犯
罪
当
死
者
。
散
留
其
身
待
上
報
下
者
。
故
犯
罪
非

死
罪
者
。
尚
理
事
。

と
あ
る
文
に
依
拠
し
て
い
る（（
（

が
、
そ
れ
は
果
た
し
て
い
か
が
な
も
の

か
。
吉
田
氏
は
、
菊
地
礼
子
氏
の
忠
言
と
断
り
な
が
ら
、
こ
れ
ら
は

古
記
の
引
用
で
あ
る
可
能
性
は
低
い
と
言
う
。
私
も
同
よ
う
に
疑
わ

し
い
と
い
う
の
が
率
直
な
感
想
で
あ
る
。

　

ま
た
、「
申
上
聴
裁
」
の
復
元
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
、
選
敍
令

集
解
、
在
外
身
死
条（（
（

に
、

古
記
云
。
朱
云
。
並
闕
者
死
闕
也
。
但
在
外
長
官
犯
死
罪
者
。
不
合
預

釐
務
也
。
此
時
次
官
死
亡
者
。
與
介
以
上
並
闕
不
殊
。
故
可
馳
駅
也
。

但
於
在
外
長
官
犯
流
罪
以
下
者
。
次
官
以
下
不
得
推
問
者
。
猶
可
預
釐

也
。
但
申
上
可
聴
裁
耳
。
職
制
律
見
文
也
。

と
あ
る
文
は
、
果
た
し
て
古
記
の
引
く
地
の
文
で
あ
る
の
か
、
そ
れ

に
も
疑
念
を
有
す
る（（
（

。

　
「
古
記
云
。
跡
云
。
穴
云
。」
或
い
は
「
古
記
云
。
朱
云
。」
の
あ

と
の
律
文
の
引
用
の
判
読
に
は
余
程
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

従
っ
て
、
前
記
『
譯
註
日
本
律
令
』
に
、
大
宝
律
の
復
元
文
と
し

て
載
せ
ら
れ
た
も
の
は
も
う
一
度
検
討
し
直
す
必
要
が
あ
ろ
う
。

 

（
（
（　

最
後
の
「
留
身
待
報
」
は
存
在
の
推
測
の
み
と
し
て
い
る
。
律

令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

二
』
三
二
四
頁
以
下
。
訳

注
は
、
律
令
研
究
会
編
『
譯
註
日
本
律
令
六
』
唐
律
疏
議　
譯
註
篇

二
（
職
制　

八
重
津
洋
平
譯
註
（・
東
京
堂
出
版
・
一
九
八
四
年
・

一
七
一
頁
以
下
に
よ
る
。

（
（
（　
「
書
評
『
譯
註
日
本
律
令　

二
・
三
』」
吉
田
孝
『
続　

律
令
国

家
と
古
代
の
社
会
』
岩
波
書
店
・
二
〇
一
八
年
・
三
五
四
頁
。

（
（
（　
『
国
史
大
系　

令
集
解
』
四
六
九
頁
。

（
（
（　

注
（
（
（
に
同
じ
（
先
行
す
る
個
別
論
文
は
、
小
林
宏
編
「
律

条
拾
遺
」『
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
三
二
、
後
に
国

学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
『
日
本
律
復
原
の
研
究
』
国
書
刊
行

会
・
一
九
七
〇
年
、
所
収
（。
と
こ
ろ
で
こ
の
復
元
文
の
う
ち
、
利

光
氏
が
前
掲
・「
大
宝
律
考
」
に
お
い
て
掲
示
し
た
、
儀
制
令
集
解
、

内
外
官
人
条
（
前
掲
・『
国
史
大
系　

令
集
解
』
七
二
八
頁
（
の

「
古
記
云
。
…
案
職
制
律
。
在
外
長
官
条
注
云
。
国
郡
長
官
故
也
。」

に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
た
冒
頭
の
「
在
外
長
官
」
と
疏
文
の
「
国
郡
長

官
」
は
異
論
な
く
当
該
条
逸
文
と
し
て
認
め
ら
よ
う
。

（
（
（　
『
国
史
大
系　

令
集
解
』
四
七
〇
頁
。
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（
（
（　

注
（
（
（
に
同
じ
。
先
行
す
る
個
別
論
文
は
、
小
林
宏
編
「
律

条
拾
差
」『
急
急
如
律
令
』
の
ち
に
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所

編
『
日
本
律
復
原
の
研
究
』
国
書
刊
行
会
・
一
九
七
〇
年
、
所
収
。

12
　
戸
婚
律
32
居
父
母
喪
主
婚
条

　

唐
律
疏
議
、
戸
婚
律
（（
当
該
条
に
は
、

 

諸
居
父
母
喪
。
與
応
嫁
娶
人
主
婚
者
。
杖
一
百
。〔
疏
議
曰
。
居
父
母

喪
。
與
応
合
嫁
娶
之
人
主
婚
者
。
杖
一
百
。
若
與
不
応
嫁
娶
人
主
婚
。

得
罪
重
於
杖
一
百
。
自
従
重
科
。
若
居
夫
喪
。
而
與
応
嫁
娶
人
主
婚
者
。

律
雖
無
文
。
従
不
応
為
重
。
合
杖
八
十
。
其
父
母
喪
内
。
為
応
嫁
娶
人

媒
合
。
従
不
応
為
重
。
杖
八
十
。
夫
喪
従
軽
。
合
笞
四
十
。〕

 
（〔　

〕
内
は
疏
議
の
文
（

（
諸
そ
父
母
の
喪
に
居
て
、
嫁
娶
す
応
き
人
の
た
め
に
主
婚
た
る
者
、

杖
一
百
。〔
疏
議
し
て
曰
く
、
父
母
の
喪
に
居
て
、
嫁
娶
す
べ
き
人
の

た
め
に
主
婚
た
る
者
、
杖
一
百
。
若
し
嫁
娶
す
べ
か
ら
ざ
る
人
の
た
め

に
主
婚
た
り
て
、
罪
を
得
る
こ
と
杖
一
百
よ
り
重
け
れ
ば
、
自
か
ら
重

き
に
従
っ
て
科
す
。
若
し
夫
の
喪
に
居
て
、
而
し
て
嫁
娶
す
べ
き
人
の

た
め
に
主
婚
た
る
者
は
、
律
に
文
な
し
と
雖
も
、
不
応
為
の
重
に
従
い
、

杖
八
十
た
る
べ
し
。
其
れ
父
母
の
喪
内
に
嫁
娶
す
べ
き
人
の
た
め
に
媒

合
す
る
は
、
不
応
為
の
重
に
従
い
杖
八
十
。
夫
喪
は
軽
き
に
従
い
笞
四

十
た
る
べ
し
。〕（ 

（〔　

〕
内
は
疏
議
の
文
（

と
あ
る
。
こ
の
条
文
は
、
父
母
の
喪
に
服
し
な
が
ら
、
人
の
た
め
に

主
婚
と
な
っ
て
嫁
娶
の
場
に
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
を
、
や
は
り
慎
み
を

欠
く
行
為
と
し
て
、
杖
一
百
に
処
す
る
と
い
う
処
罰
規
定
で
あ
る（（
（

。

　

律
の
本
文
は
こ
れ
の
み
で
あ
る
が
、
疏
議
の
文
は
、
夫
の
喪
に
服

し
て
い
る
場
合
、
及
び
父
母
・
夫
の
喪
中
に
媒
を
務
め
る
こ
と
に
つ

い
て
も
、
不
応
為
の
条
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
罪
を
問
う
べ
き
で
あ

る
と
す
る
。

　

そ
れ
に
関
し
て
、
大
宝
・
養
老
律
と
も
ま
っ
た
く
復
元
は
な
さ
れ

て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
上
記
の
疏
文
に
「
律
雖
無
文
。
従
不
応
為
重
。

合
杖
八
十
。（
律
に
文
な
し
と
雖
も
、
不
応
為
の
重
に
従
い
、
杖
八

十
た
る
べ
し
。（」
と
あ
っ
て
、
雑
律
（（
不
応
得
為
条
の
条
文
に
説
き

及
ん
で
い
る
。
幸
い
に
し
て
雑
律
（（
当
該
条
規
は
、
養
老
律
の
逸
文

が
ほ
ぼ
残
存
し
て
お
り
、
大
宝
律
も
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て

い
る（（
（

。
こ
れ
を
手
掛
か
り
に
し
て
、
大
宝
・
養
老
戸
婚
律
（（
居
父
母

喪
主
婚
条
に
話
を
及
ぼ
し
た
い
。

　

唐
律
疏
議
、
雑
律
（（
当
該
条
に
は
、

 

諸
不
応
得
為
而
為
之
者
。
笞
四
十
。〈
謂
律
令
無
条
。
理
不
可
為
者
。〉

事
理
重
者
。
杖
八
十
。〔
疏
議
曰
。
雑
犯
軽
罪
。
触
類
弘
多
。
金
科
玉

条
。
包
羅
難
盡
。
其
有
在
律
在
令
。
無
有
正
条
。
若
不
軽
重
相
明
。
無

文
可
以
比
附
。
臨
時
処
断
。
量
情
為
罪
。
庶
補
遺
闕
。
故
立
此
条
。
情

軽
者
。
笞
四
十
。
事
理
重
者
。
杖
八
十
。〕
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（
諸
て
応
に
為
す
を
得
べ
か
ら
ず
し
て
之
を
為
し
た
る
者
は
、
笞
四
十

〈
律
令
に
条
な
く
、
理
に
為
す
べ
か
ら
ざ
る
者
を
謂
ふ
〉。
事
理
重
き
者

は
、
杖
八
十
。〔
疏
議
し
て
曰
く
。
雑
犯
の
軽
罪
は
、
触
類
弘
多
た
り
。

金
科
玉
条
、
包
羅
し
て
盡
し
難
し
。
其
れ
律
に
在
り
令
に
在
り
て
、
正

条
あ
る
な
く
、
若
く
は
軽
重
相
ひ
明
か
な
ら
ず
、
文
の
以
て
比
附
す
べ

き
な
き
も
の
あ
り
。
時
に
臨
み
て
処
断
す
る
に
、
情
を
量
り
て
罪
を
為

せ
ば
、
遺
闕
を
補
ふ
に
庶
（
ち
か
（
し
。
故
に
此
条
を
立
つ
。
情
軽
き

者
は
、
笞
四
十
。
事
理
重
き
者
は
、
杖
八
十
。〕（

と
見
え
る
。
こ
の
条
文
は
不
応
為
の
犯
罪
に
つ
い
て
規
定
し
た
も
の

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
律
令
に
規
定
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
て
挙
軽
明

重
・
挙
重
明
軽
、
つ
ま
り
程
度
の
軽
い
犯
行
に
つ
い
て
処
罰
が
規
定

さ
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
同
じ
類
型
に
属
す
る
程
度
の
重
い
犯
行
に
つ

い
て
は
明
文
が
な
く
て
も
、
同
じ
処
罰
規
定
を
適
用
す
る
。
ま
た
程

度
の
重
い
犯
行
に
つ
い
て
刑
を
減
免
す
る
規
定
が
あ
れ
ば
、
同
じ
類

型
に
属
す
る
程
度
の
軽
い
犯
行
に
つ
い
て
は
明
文
が
な
く
と
も
同
じ

減
免
規
定
を
適
用
す
る
、
と
い
う
原
理（（
（

、
あ
る
い
は
比
附
な
る
法
解

釈
上
の
操
作
に
よ
っ
て
も
刑
名
が
与
え
ら
れ
な
い
が
、
理
・
情
と
い

う
道
徳
・
社
会
的
規
範
、
人
間
の
自
然
的
感
情
か
ら
判
断
し
て
容
認

さ
れ
な
い
行
為
を
、
処
罰
の
対
象
と
す
る
の
が
本
条
の
目
的
で
あ
る（（
（

。

こ
の
条
文
は
、
あ
る
種
古
代
法
で
は
社
会
的
秩
序
の
維
持
育
成
に
反

す
る
行
為
を
網
羅
的
に
は
規
定
し
え
な
い
と
こ
ろ
の
穴
埋
め
を
す
る

役
目
を
お
わ
さ
れ
て
い
た
。

　

ゆ
え
に
、
戸
婚
律
当
該
条
の
「
嫁
娶
す
べ
き
人
の
た
め
に
主
婚
た

る
者
は
、
律
に
文
な
し
と
雖
も
、
不
応
為
の
重
に
従
い
、
杖
八
十
た

る
べ
し
。
其
れ
父
母
の
喪
内
に
嫁
娶
す
べ
き
人
の
た
め
に
媒
合
す
る

は
、
不
応
為
の
重
に
従
い
杖
八
十
。
夫
喪
は
軽
き
に
従
い
笞
四
十
た

る
べ
し
。」
と
い
う
疏
文
は
、
雑
律
不
応
為
条
疏
の
適
用
例
と
し
て

有
効
に
な
り
得
る
と
思
考
さ
れ
る
。
戸
婚
律
当
該
条
の
存
在
は
確
か

で
あ
ろ
う
。

 

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

六
』
唐
律
疏
議
譯

註
篇
二
・
二
七
七
頁
以
下
。

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

三
』
七
九
五
頁
以

下
。
な
お
、
川
村
康
氏
は
法
制
史
学
会
第
六
九
回
総
会
に
お
い
て

「
律
疏
に
お
け
る
不
応
為
条
の
適
用
事
例
」
と
い
う
題
目
で
報
告
を

し
て
い
る
（
京
都
産
業
大
学
・
二
〇
一
七
年
（。
そ
の
報
告
要
旨
は

『
法
制
史
研
究
』
六
八
号
・
二
〇
一
九
年
・
三
八
三
頁
以
下
を
参
照

の
こ
と
。

（
（
（　

名
例
律
（0
断
罪
無
正
条
。
律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本

律
令　

五
』
唐
律
疏
議
譯
註
篇
一
・
三
〇
一
頁
以
下
（
名
例　

滋
賀

秀
三
譯
註
（。
律
の
規
定
の
中
で
、
罪
名
の
な
い
犯
罪
行
為
の
う
ち

そ
れ
と
同
じ
類
型
に
属
す
る
も
の
が
律
中
に
規
定
さ
れ
て
い
る
な
ら

ば
、
挙
軽
明
重
・
挙
重
明
軽
（
名
例
律
（0
（
の
原
理
が
適
用
さ
れ
る
。
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上
掲
『
譯
註
五
』
の
滋
賀
説
に
詳
し
い
が
（
三
〇
二
頁
以
下
（、『
譯

註
八
』
の
雑
律
担
当
の
川
村
康
氏
は
そ
の
論
文
「
挙
重
明
軽
・
挙
軽

明
重
と
比
附
」（
関
西
学
院
大
学
法
政
学
会
編
『
法
と
政
治
』
七
〇

巻
一
号
・
二
〇
一
九
年
（、
及
び
「
律
疏
挙
重
明
軽
・
挙
軽
明
重
箚

記
」（『
法
史
学
会
報
』
二
一
号
・
二
〇
一
八
年
（
で
詳
論
し
て
い
る
。

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令　

八
』
唐
律
疏
議
譯

註
篇
四
・
二
〇
九
頁
以
下
（
川
村
康
譯
註
（。

13
　
擅
興
律
20
私
有
禁
兵
器
条

　

唐
律
疏
議
、
擅
興
律
（0
私
有
禁
兵
器
条
に
は
、

諸
私
有
禁
兵
器
者
。
徒
一
年
半
。〈
謂
非
弓
箭
刀
楯
短
矛
者
。〉
弩
一
張
。

加
二
等
。
甲
一
領
及
弩
三
張
。
流
二
千
里
。
甲
三
領
及
弩
五
張
。
絞
。

私
造
者
。
各
加
一
等
。〈
甲
。
謂
皮
鐵
等
。
具
装
與
甲
同
。
即
得
闌
遺
。

過
三
十
日
不
送
官
者
。
同
私
有
法
。〉
造
未
成
者
。
減
二
等
。
即
私
有

甲
弩
。
非
全
成
者
。
杖
一
百
。
餘
非
全
成
者
勿
論
。

と
あ
る
。
養
老
律
当
該
条
規
は
冒
頭
の
「
私
有
禁
兵
器
者
。
徒
一

年
。」
が
法
曹
至
要
抄
に
よ
り
、
中
ほ
ど
の
「
私
造
」
が
賊
盗
律
（8

禁
兵
条
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
復
元
さ
れ
て
い
る（（
（

。

　

し
か
し
、
大
宝
律
当
該
条
文
は
ま
っ
た
く
復
元
の
手
が
及
ん
で
い

な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
大
宝
律
令
施
行
期
間
の
、
天
平
宝
字
元
年
六
月
乙
酉

（
九
日
（
条
の
続
日
本
紀
の
記
事
に
、
藤
原
仲
麻
呂
に
反
対
す
る
勢

力
の
不
穏
な
動
き
察
知
し
た
仲
麻
呂
政
権
側
が
、
そ
れ
を
封
じ
る
命

令
を
「
制
勅
五
条
」
と
し
て
出
し
て
い
る
（
前
掲
（。

制
勅
五
条
、
諸
氏
長
等
、
或
不
預
公
事
、
恣
集
己
族
。
自
今
以
後
、
不

得
更
然
。〈
其
一
〉。
王
臣
馬
数
、
依
格
有
限
。
過
此
以
外
、
不
限
蓄
馬
。

〈
其
二
〉。
依
令
、
随
身
之
兵
、
各
有
儲
法
。
過
此
以
外
、
亦
不
得
蓄
。

〈
其
三
〉。
除
武
官
以
外
、
不
得
京
裏
持
兵
、
前
已
禁
断
。
然
猶
不
止
。

宜
告
所
司
固
加
禁
断
。〈
其
四
〉。
京
裏
二
十
騎
已
上
、
不
得
集
行
。

〈
其
五
〉。
宜
告
所
司
厳
加
禁
断
。
若
有
犯
者
、
科
違
勅
罪
。

　

こ
れ
ら
は
今
日
、
三
代
格
に
上
記
の
其
の
一
、
四
、
五
が
収
め
ら

れ
「
右
三
条
事
」
を
勅
す
と
し
て
お
り
、
残
り
の
其
の
二
、
三
が
弾

正
台
式
に
そ
れ
ら
と
同
じ
規
定
が
お
か
れ
て
い
る
。
格
式
編
纂
（
弘

仁
格
式
（
に
当
た
っ
て
格
と
式
に
分
け
て
載
せ
ら
れ
た
も
の
と
推
考

さ
れ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
其
の
二
に
い
う
「
令
に
依
る
に
、
随
身
の
兵
、
各
儲

法
有
り
。
此
を
過
ぐ
る
以
外
に
亦
蓄
ふ
る
こ
と
得
ざ
れ
。」
と
は
、

軍
防
令
（（
に
、

凡
私
家
不
得
有
鼓
鉦
・
弩
・
牟
・
肖
（
矛
偏
（・
具
装
・
大
角
・
少
角

及
軍
幡
。
唯
楽
鼓
不
在
禁
限
。

と
あ
る
規
定
を
い
う
が
、
こ
れ
に
違
犯
し
た
場
合
は
、
擅
興
律
（0
私

有
禁
兵
器
条
に
、

私
有
禁
兵
器
者
、
徒
一
年
。
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と
あ
る
規
定
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る（（
（

。
こ
れ
ら
の
律
令
法
は
、
今
述

べ
た
よ
う
に
、
大
宝
律
令
が
効
力
を
維
持
し
た
期
間
の
法
規
で
あ
る

が
ゆ
え
に
、
大
宝
律
令
条
項
の
逸
文
と
考
え
て
間
違
い
な
い
が
、
律

令
法
で
私
蔵
を
禁
じ
て
い
る
兵
器
は
「
皷
鉦
大
角
小
角
及
軍
幡
」
な

ど
の
部
隊
装
備
の
戦
闘
用
の
兵
器
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
個
人
装

備
の
兵
器
の
類
は
私
人
の
所
有
を
認
め
て
い
る（（
（

。
そ
の
意
を
汲
ん
だ

上
で
、
軍
防
令
（（
が
大
宝
令
に
も
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
を
考
え
併

せ
る
な
ら
ば
、
そ
の
令
条
に
違
犯
し
た
場
合
、
大
宝
擅
興
律
（0
私
有

禁
兵
器
条
の
規
定
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ろ
う
。

　

唐
律
疏
議
、
当
該
条
文
に
は
、

（
前
略
（
弩
一
張
。
加
二
等
。
甲
一
領
及
弩
三
張
。
流
二
千
里
。
甲
三

領
及
弩
五
張
。
絞
。
私
造
者
。
各
加
一
等
。〈
甲
。
謂
皮
鐵
等
。
具
装

與
甲
同
。
即
得
闌
遺
。
過
三
十
日
不
送
官
者
。
同
私
有
法
。〉
造
未
成

者
。
減
二
等
。
即
私
有
甲
弩
。
非
全
成
者
。
杖
一
百
。
餘
非
全
成
者
勿

論
。

と
あ
る
「
流
二
千
里
・
絞
・
杖
一
百
」
な
ど
の
量
刑
を
除
く
、
こ
の

条
規
は
ほ
と
ん
ど
大
宝
律
当
該
条
文
に
受
け
継
が
れ
て
い
た
公
算
が

強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（
（
（　

律
令
研
究
会
編
・
前
掲
『
譯
註
日
本
律
令
二
』
四
八
六
頁
以
下
。

（
（
（　

江
戸
期
の
『
律
逸
』
に
よ
り
、
法
曹
至
要
抄
・
兵
杖
事
か
ら
逸

文
が
拾
わ
れ
て
い
る
。
な
お
、
当
該
条
の
大
宝
律
復
元
に
つ
い
て
は
、

拙
著
『
前
近
代
日
本
の
法
と
政
治
―
邪
馬
台
国
及
び
律
令
制
の
研

究
』
北
樹
出
版
・
二
〇
〇
二
年
・
一
八
〇
頁
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

そ
こ
で
は
本
項
で
上
げ
た
史
料
と
異
な
る
も
の
を
提
示
し
た
が
、
続

日
本
紀
、
天
平
宝
字
元
年
六
月
乙
酉
（
九
日
（
条
の
記
事
も
新
た
に

提
示
し
て
お
き
た
い
。

（
（
（　

青
木
和
夫
ほ
か
校
注
・
前
掲
『
続
日
本
記
紀　

三
』
一
九
〇
頁

以
下
。

14
　
賊
盗
律
1
謀
反
条

15
　
賊
盗
律
23
盗
大
祀
神
御
之
物
条

　

唐
律
疏
議
、
賊
盗
律
（（
盗
大
祀
神
御
之
物
条
に
は
、

諸
盗
大
祀
神
御
之
物
者
。
流
二
千
五
百
里
。〈
謂
供
神
御
者
。
帷
帳
几

杖
亦
同
。〉
其
擬
供
神
御
。〈
謂
営
造
未
成
者
。〉
及
供
而
廃
関
。
若
饗

薦
関
。
若
饗
薦
之
具
已
饌
呈
者
。
徒
二
年
。〈
饗
薦
。
謂
玉
幣
牲
牢
之

属
。
饌
呈
。
謂
已
入
祀
所
。
経
祀
官
省
視
者
。〉
未
饌
呈
者
。
徒
一
年

半
。
已
関
者
。
杖
一
百
。〈
已
関
。
謂
接
神
禮
畢
。〉
若
盗
釜
甑
刀
匕
之

属
。
並
従
常
盗
之
法
。

と
あ
り
、
ま
た
養
老
賊
盗
律
（（
大
祀
条
に
は
、

 

凡
盗
大
祀
神
御
之
物
者
。
中
流
。〈
謂
供
神
御
者
。
大
社
神
宝
亦
同
。〉

〔
供
神
御
者
。
謂
大
幣
。〕
其
擬
供
神
御
。〈
謂
営
造
未
成
者
。〉
若
饗
薦

之
具
已
饌
呈
者
。
徒
二
年
。〈
饗
薦
。
謂
祭
幣
酒
肴
（
食
偏
（
之
属
。
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饌
呈
。
謂
已
入
祀
所
。
経
祀
官
省
視
者
。〉
未
饌
呈
者
。
徒
一
年
半
。

若
盗
釜
甑
刀
匕
之
属
。
並
従
常
盗
之
法
。

（
凡
大
祀
の
神
御
の
物
を
盗
め
ら
ば
、
中
流
。〈
謂
は
く
、
神
御
に
供
す

る
を
い
う
。
大
社
の
神
宝
も
亦
同
じ
。〔
神
御
に
供
す
る
と
は
大
幣
を

謂
。〉　

後
略
（

と
あ
る
。
国
家
に
と
り
も
っ
と
も
重
要
な
祭
祀
た
る
大
祀
に
お
い
て

神
が
用
い
る
料
と
し
て
供
え
る
祭
器
な
ど
の
神
御
の
物
を
盗
ん
だ
場

合
の
処
罰
規
定
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
後
者
の
本
注
に
「
供

神
御
者
。
大
社
神
宝
亦
同
。」
と
あ
っ
て
大
社
、
す
な
わ
ち
伊
勢
神

宮
の
神
宝
を
盗
ん
だ
場
合
も
同
よ
う
に
罰
せ
ら
れ
る
と
規
定
し
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
疏
文
に
「
供
神
御
者
。
謂
大
幣
。」、
つ
ま
り
神
が

用
い
る
料
と
し
て
供
え
る
の
は
大
幣
を
指
す
の
で
あ
る
と
言
っ
て
い

る
。
大
祀
の
神
御
の
物
を
盗
む
行
為
が
養
老
名
例
律
八
虐
条
の
大
不

敬
に
相
当
す
る
こ
と
は
、
名
例
律
当
該
条
に
、

六
曰
。
大
不
敬
。〈
謂
毀
大
社
及
盗
大
祀
神
御
之
物
。〉

と
あ
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
こ
れ
は
大
宝
律
で
は

未
復
元
で
あ
る
（
前
記
（。

　

と
こ
ろ
で
、
大
宝
二
年
七
月
癸
酉
（
八
日
（
の
続
紀
の
記
事
に
は
、

 

詔
、
伊
勢
大
神
宮
封
物
者
是
神
御
之
物
。
宜
准
供
神
事
、
勿
令
濫
穢
。

又
在
山
背
国
乙
訓
郡
火
雷
神
、
毎
旱
祈
雨
。
頻
有
徴
験
。
宜
入
大
幣
及

月
次
幣
例
。

（
詔
し
た
ま
わ
く
、「
伊
勢
大
神
宮
の
封
物
は
是
れ
神
御
の
物
な
り
。
神

事
に
供
ふ
る
に
准
へ
て
、
濫
り
に
穢
さ
し
む
る
こ
と
勿
か
る
べ
し
。
ま

た
山
背
国
乙
訓
郡
に
在
る
火
雷
神
は
、
旱
毎
に
雨
を
祈
ふ
に
。
頻
に
徴

験
有
り
。
大
幣
と
月
次
の
幣
と
の
例
に
入
る
べ
し
。」
と
の
た
ま
ふ
。

と
あ
っ
て
、
大
宝
律
が
施
行
さ
れ
た
直
後
に
、
伊
勢
神
宮
の
封
物
は

神
御
の
物
で
あ
る
と
定
め
ら
れ
て
い
る（（
（

。
伊
勢
神
宮
す
な
わ
ち
大
社

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
神
宮
の
神
御
の
物
を
濫
り
に
穢
す
る
こ
と
を
戒

め
て
い
る
。
七
月
癸
酉
条
の
記
事
の
末
尾
に
は
「
宜
入
大
幣
」
と
あ

る
か
ら
、
大
社
の
大
幣
を
毀
つ
罪
は
ま
さ
に
八
虐
条
の
大
不
敬
に
当

た
る
。

　

ゆ
え
に
、
賊
盗
律
謀
反
条
に
、

謀
毀
大
社
者
。
徒
一
年
。
毀
者
。
遠
流
。

と
あ
り
、
同
じ
く
賊
盗
律
条
に
、

凡
大
祀
神
御
之
物
者
。
中
流
。

と
い
う
罰
則
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

従
っ
て
、
本
題
の
①
賊
盗
律
（
謀
反
条
、
及
び
②
賊
盗
律
（（
盗
大

祀
神
御
之
物
条
の
大
宝
律
条
文
は
、
各
々
右
記
の
よ
う
な
一
文
で
あ

っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
い
ず
れ
も
八
虐
条
大
不
敬
に
犯
罪
行
為
規
定
が
あ
る
。

　

従
っ
て
大
宝
名
例
律
当
該
条
に
、

六
曰
。
大
不
敬
。〈
謂
毀
大
社
及
盗
大
祀
神
御
之
物
。〉
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と
い
う
律
条
の
存
在
が
推
考
さ
れ
、
復
元
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
は
名
例
律
八
虐
条
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

唐
律
と
養
老
律
と
の
相
違
に
関
し
て
は
、
滝
川
政
次
郎
氏
が
こ
れ

を
論
じ
て
い
る（（
（

。
 

（
（
（　

上
野
「
飛
鳥
・
奈
良
時
代
法
律
の
新
た
な
復
元
試
案
―
大
宝
律

（0
条
、
養
老
律
8
条
、
養
老
医
疾
令
（
条
―
」
三
重
短
期
大
学
法
経

学
会
編
『
三
重
法
経
』
第
一
四
二
号
・
二
〇
一
三
年
・
一
六
四
頁
、

に
お
い
て
、
私
は
続
紀
、
大
宝
二
年
七
月
癸
酉
の
記
事
を
大
宝
律
施

行
に
先
立
ち
、
こ
の
条
が
単
行
法
令
と
し
て
発
布
さ
れ
た
、
と
述
べ

た
が
、
本
文
の
ご
と
く
訂
正
す
る
。

（
（
（　

滝
川
・
前
掲
「
律
と
大
嘗
祭
」
一
二
九
頁
以
下
。

16
　
雑
律
7
医
為
人
合
薬
条

　

前
の
大
宝
職
制
律
（（
合
和
御
薬
条
の
復
元
に
お
い
て
、
そ
の
復
元

が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
大
宝
雑
律
7
医
為
人
合
薬
条
に
も
復
元
の

可
能
性
が
及
ぶ
と
言
及
し
た
。

　

す
な
わ
ち
養
老
雑
律
7
医
為
人
合
薬
条
に
、

（
凡
（
医
為
人
合
薬
。
及
題
疏
針
刺
。
誤
不
如
本
方
。
殺
人
者
。
徒
一

年
。

（
凡
そ
医
、
人
の
為
に
薬
を
合
し
、
及
び
題
疏
・
針
刺
す
る
に
、
誤
ち

本
方
の
如
く
せ
ず
、
人
を
殺
し
た
る
者
は
、
徒
一
年
。（

と
あ
る
条
文
に
相
応
す
る
大
宝
律
雑
律
7
医
為
人
合
薬
条
の
復
元
も

可
能
と
な
ろ
う
。

む
す
び

　

大
宝
律
復
元
の
作
業
は
多
く
が
既
に
先
学
が
手
掛
け
て
お
り
、
律

令
研
究
会
が
そ
れ
ら
の
復
元
を
却
下
し
た
も
の
を
改
め
て
見
直
し
た
。

そ
う
し
た
中
大
宝
・
養
老
両
律
の
量
刑
を
比
較
し
得
る
も
の
に
寓
目

し
、
大
宝
律
の
方
が
養
老
律
よ
り
唐
律
と
等
し
い
場
合
が
多
い
の
で

は
な
い
か
と
目
論
み
、
作
業
を
進
め
た
。
な
お
大
宝
律
の
復
元
方
法

は
依
然
考
案
し
得
る
と
思
う
。
第
二
節
の
戸
婚
律
（（
居
父
母
喪
主
婚

条
な
ど
は
そ
れ
で
あ
る
。
御
鞭
撻
戴
き
た
い
。


